


心 の 糧

十二 使徒評 議員

ト ー マ ス Ｓ． モ ン ソ ン

予重看茎晶 穿驚 説 罪繋 婁奮掌源 二論あ翻 徽
め ら うよ うな勝 目の な い争 い に出 会 って も， 勇気 と信 仰 を持 っ て い た義 な る若 者

と考 え た い 。 そ して ダ ビ デ は生 ま れ て初 め て あ の 巨人 ， ガ テ の ゴ リア テ と戦 うこ

と に よ り， イ ス ラ エル の名 を と りも ど した。

我 々が 自身 の生 活 を 熟視 して， 自分 の 勇気 と信 仰 を は か って み る こと もよ い。

我 々の生 活 に ゴ リア テ はい な い か。 自身 の心 の 中 に そ れ が存 在 して い な いか 。 あ

な た とあ な た の望 ん で い る幸 せ の 間 に， ゴ リアテ が立 ちは だ か って は い な い か。

人 間 の ゴ リア テの 一 つ は， お そ ら くタバ コや アル コー ル の押 え られ な い誘 惑 で あ

る。 も う一 つ の ゴ リア テは ， 貧 しい 人 々 や， しい た げ られ た人 々 を鼻 で あ し ら

う， しま つ に負 え ない 舌 や ， きま ま な性 向 で あ る。 せ ん望 ， ど ん欲 ， 恐 れ ， 怠

惰 ， 疑 い悪 習 ， 高 慢 ， 色 欲 ， 利 己主 義 ， 落 胆 な ど はみ な ゴ リア テ とな る。

我 々が 遭 遇 す る身 と霊 の永 遠 の戦 い は， 少 な くと も ダ ビ デの そ れ 以上 の もの で

あ る。

敵 は そ れ に劣 らず手 ごわ く， 全 能 の神 の助 力 もまた それ に負 けな い。 我 々 の行

な い は ど うな るで あ ろ うか。 古 の ダ ビデ と同 様 に， 「我 々の 目的 は 正 しい」 。 我

々 は失 敗 した り， 誘 惑 の わ な に陥 い る た め に地 上 に来 たの で は な く， 成 功 す るた

め に来 た の で あ る。 我 々 の 巨人 ， 我 々 の ゴ リア テ を打 ち倒 さね ば な らな い。
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表 紙 の 説 明

今 月 の表 紙 は モ ル モ ン経 の 四

人 の見 証 者。 上 段 右 か ら， オ リ

ヴ ァ ・カ ウ ド リ，デ ビポ ・ホ イ

ッ トマ ー ， マ ー テ ）『触 塾 リ．ズーゴ．

予 言 者 の妻 エ マ ・ズ ミス：６『エ マ

・ス ミス の彫 刻 は エ ナ ィ ン 。エ

バ ンス作 ，残 りは フ ロ ウ トン作

（本 号 モ ル モ ン経 四 人 の 見 証 者

の証 詞 参 照 ）
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最大の成功を得るには
大管長 デ ビ ド ０・マ ッ ケ イ

福の教えを含むあのすばらしい山上 の垂訓の中で，救い主は言われた。 「ま八

ず神の国と神の義 とを求めなさい。そうすれは， これ らのものは，すべて添

えて与え られるであろう。」（マタイ６：３３）「これらのもの」 というのを， その章

の先の節に述べられている諸徳であると言 う注釈者もあるが，また他の注釈者 はよ

り賢明にそれを，すべての主の言葉と同様 に，人につけるあらゆるものであると述

べている。

若人への勧め

この新年にあた り，私は，救い主が生存中に述べられた二，三の言葉を，神の手

供たち個人個人の生活に当てはめてみたい。イエスは自分に従うわずかな人々にだ

けでな く，全人類に語 りかけたのである。従 って私は，まず神の国と神の義とを求

めよという勧めは，あらゆる所に住む若い人々に当てはまると考えるのである。信

仰をもってそれらを確かめるなら，その他必要にして有益なものは全て添えて与え

られるであろう。私はこの偉大な勧めにより，ハンフリー ・デービィ卿がかつて書

いた言葉を思い出す。

「あらゆるものの中か ら一度に最 も喜ばしい
，最 も有益なものを選ぶことができ

るとしたら，私は他のどんな祝福よりも確固たる宗教的信条を選ぷであろう。」

私が これを引用 したのは， 「最 も喜ばしいもの」と 「有益なもの」という二つの

１１３
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騨睡 「

言葉を用いているからである。

世のあま りに多 くの人々が，神の国を求めることに反する

方法で有益なものを得ようとしている。言いかえると，生活

は二つの大 きな面，物質的な面と霊的な面 とに分 か れ て い

る。

もしあなたが目を見開いて，周囲を見まわすならば，霊的

な世界よりもむ しろ物質的な世界において喜びを求めている

ことに気がつ くであろう。私は長年の経験によ り，特に若い

かたがたに心か ら申 しあげる。この世の有益な もの，楽 しみ

書び，幸せは，まず神の国を求めよというキリス トの勧めに

従 うことによりもた らされるのである。

成功の秘訣

この新年に私があなたがたに対 して最も心に感 じている望

みをあらわすとしたら， 「最大の成功と心の満足を得たいな

ら，イエス ・キ リス トの福音を毎日実践せよ」 と若い人々，

あらゆる所に住む人々に申しあげたい。私は何の変更 もため

らいもなくこの言葉を述べる。私が示 した結果がどうなるか

を知 っている。それらは若い人々をより従順な娘，息子とし

よ り賢い学生，より望ましい仲間，より謙遜な友人，社会の

よ り有益なメンバー，未来の家庭におけるより価値ある父母

にしてくれる。また地上での創造の目的をよりよ・く果たさせ

てくれる。

学生であるあなたがたに申しあげたいのは，職業の選択に

より熟達 し，他人に対 してより良い影響を与え，役立つ者と

なり，個人的な喜びをもっと持ちなさいということである。

運んだ職業がなんであろうとも，そこにおいてより優れた人

になりなさい。

人はその思いに従って生きる

私は学生諸君に卓越することを強調 しているけれ ども， あ

なたがたが選んだ職業において卓越すること以上に， より高

い何かがある。それは人をつ くるものであり，人類に奉仕す

る男性や愛する人々に奉仕する愛に満ちた美しい婦人をつく

り上げるものである。それは人が実際に心に思っていること

である。人は生活を経るにつれてそれを心に抱 く，そし七そ

れは教室で，ダンスホールで，社会で，あらゆる活動におい

て，家庭，教会，職場において人を導 くものである。人は実

際に考えていることに従って生 きるものである。世の中の人

々を変えるには，彼らの考えることを変えなけれ ば な らな

い。人は理想を越えたものになることはない。理想に達 しな

いことはあって も，越えることは決 してない。

パウロは別な方法でそれを述べている。
「……御霊によって歩きなさい，そうすれば，決 して肉の

欲を満たすことはない。なぜなら，肉の欲するところは御霊

に反 し，また御霊の欲するところは肉に反するからである。

こうして二つの もρは互いに相さからい，その結果，あなた

１１４

が た は 自分 で し ょ うと思 う こと を， す る こと が で きな い よ う

に な る。」 （ガ ラテ ヤ ５ ：１６～ １７）

非 常 に意 味 の あ る言 葉 で あ る。 それ か らパ ウ ロ は肉 の 働 き

に つ い て あ げ て い る。

「… …姦 淫
， 不 品 行 ， 汚 れ ， 好 色 ， 偶 像 礼 拝 ， ま じな い，

敵 意 争 ！、， そね う ， 怒 り， 党 派 心 分 裂 ， 分 派， ね た み，

殺 人 ， 泥 酔 ， 宴 楽 ， お よび ， そ の た ぐいで あ る。 わ た しは 以

前 も言 っ允 よ う に， 今 も前 もって 言 って お く。 この よ うな こ

とを 行 う者 は ， 神 の 国 を つ ぐこ とが ない 。」 （ガ ラ テヤ 巨 ：１９

～ ２１）

「ま ず 神 の 国 と神 の 義 とを 求 め よ … …」 そ して そ れ は 勇気

と思 慮 と御 霊 の 実 を 結 ぶ こ とに よ りな し遂 げ られ る。 御 霊 の

実 とは 「… … 愛， 喜 び， 平和 ， 寛 容， 慈 愛 ， 善 意 ， 忠 実 ， 柔

和 ， 自制 で あ って， これ らを否 定 す る律 法 は な い。 キ リス ト

・イ エ ス に 属す る者 は
， 自分 の 肉 を， そ の情 と欲 と共 に十 字

架 に つ け て しま った の で あ る。 も しわ た した ち が御 霊 に よ っ

て生 き るの な ら， ま た御 霊 に よ って進 も うで は な い か 。」 （ガ

ラテ ヤ ５ ：２２～２５）

森の中の確かな導き

最近私が読んだものに次のような記事があった。一人の森

番が，木に結ばれた一本の糸が深い森の奥へ続いているのを

発見 した。彼はこの糸をたどって行ってその意味を調べよう

と思った。 しげみを越え，垂れ下った枝の間を通って，でき

るだけ早 く進んで行った。ついに手によ り糸の球を持 った猟

師に出会った。 その糸は何のためか尋ねる』と， 『猟師は答え

た。 「私はこのような山の中で道に迷 った人々について聞い．．

たことがあ ります。そこで私はもし万一道に迷 った時のため

に，帰 り道がわかる方法を備えておこうと決心 したのです。」

我々はみな多かれ少なかれ人生の深い森の中を進 ん で い

る。道に迷 う者 もあれば，一方賢明にも綱を持 っている者 も

いる。彼 らはたとえ道に迷 ってさまよい，人間集団の迷路に

迷い込んでしまうとしても，帰 る道を見出すことができるの

である。その錨 こそイエス ・キリス トの福音とその理想であ

る。幸福，安全，知性よりも高い特性が，その綱を しっか り

と握 っていることにより， もたらされ る。正直，高徳，貞潔

などの霊的な理想を真心から求めなさい。すなわちそれは人

生の錨であり， 日常生活においてそれ らの理想に従う時に，

あなたの心に幸せと平安をもたらすのである。私はあなたが

そうする時に，より一層幸せになることを知っている。それ

は単なる信条や勧告ではない。救い主により述べられた理想

に一致するととにょって，すべての喜びと幸せが自分のもの

となるのである。

「まず神の国と神の義とを求めなさい
。そうすれば， これ

らのものは， すべて添えて与えられるであろう。」 （マ タ イ

６：３３）

〔



弾 幕 を 縫 う一・筋 の 銀 の 糸

十二使徒評議員

す る兄弟姉妹，今朝のマ ッケイ大管長のよみ
愛

がえりた もうた主 に対す る証詞を聞いて，私

は本当に心を うたれました。 いかな る人 も決 して私

たちの予言者のあの証詞を忘れないよう，希望 して

やみません。 もし主が私を導 きたもうな らば，その

導 きのままにお話 ししたいと思います。以前に， ベ

トナム戦争について この壇か らお話 ししたことがあ

りますが， お許 しを得て この ことについて再び，少

し話 させていただきたいと思 います。戦場 にご子息

を送 ってお られる何千 という人 々は，いつ もこの問

題 を心 に抱いておいでだと思 うか らであります。皆

さまは戦場にお られるご子息の安否をいつ も気づか

い祈 っていらっしゃることで しょう。他国で行なわ

れてい るとはいえ，私たちは この戦争 につ いて深 く

考えなければな りません。私 は幾度 とな くベ トナム

を訪れま したが，まだ一度 も訪れ たことのない人で

も， 日々に平和を祈ることな くあの国の恐 ろしい悲

惨 を思わない人はいないで しょう。 この戦争は他の

戦争 と同 じく，悪 と口に表わ しえな い悲劇 に満 ちて

います。 それ らはひとつひとつみな， おろそかにで

きない問題であります。 しか し悪 と悲劇が満 ちてい

るその中にも，私 は，暗黒 と血なま臭 い弾幕を縫 う

一筋の銀の糸を見 出すのです。 このサ タンの悪 に満

ちた計 らいの中にも，良 いものをとろうとしてお ら

れ る主の指を見 るのです。アジアにおける他の争い
’と同 じく

， この戦 いの中か らも主 の計画が着実 に延

びてい くのを私は見ます。少 し前 に私 はサイゴンに

行 きま した。私たちは小型 タクシーに乗 って，泥ん

こ道 をサイゴン支部の集会所に向かいました。夜で

ゴ ー ド ン Ｂ．ヒ ン ク レ ー

町は停電で した。珍 しい ことで はあ りませんで した

が，豪雨をつ いて暗やみの中をゆ くのは厳 しい もの

で した。集会所へ通 じる狭 い道 は流れる水が小川の

ようで したが，真中の少 し高 くなっている所をまわ

うて行 くと，傘を手 に したやせて小柄 な人が こちら

に近づいて来 るようすで した。私たちが タクシーの

ドアをあけると， そ こにはベ トナム人で最初に大神

権を受けた末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会の長老で

ある ミン兄弟が立 っていま した。 ミン兄弟は入 口の

ポーチに立ちなが ら，モルモ ン経をベ トナム語 に翻

訳 させてほしい と私 たちに頼みま した。 私 は 彼 に

「いったいどうして， そんな時間ができるのですか」

と聞きま した。彼は変化のない長時間の仕事を して

いま した。私の質問に答えて，必ずいつか この福音

が ζの地の人 々に伝え られるということ，そ して人

々にモルモ ン経の証詞が必要 になるということを述

べて， どうにか して時間をつ くります と 言 い ま し

た。彼は英語を理解で きてモルモン経を読んだので

す。彼は， 自分がモルモ ン経か ら霊感を受 けたよう

に，他の人 々もそれを 自分たちの言葉で読む時に同

じ霊感を受けるはずだ と知 っていたのです。

ミン兄弟 と同 じように私 も，いつの 日かこの回復

された福音 の教えに心を開 く人 々が この国にもます

ますふえてゆ くことを確信 してお ります。その日が

いつ訪れ るかを私は知 わませんが， その 日が必ずや
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来 る ことを よ く知 って お ります６ そ して軍 隊 の責任

を負 ってか ゐ地 にい る皆 さ まの ど子 息方 もその 日の

た あに働 い てお られ ることを知 ってお ります。彼 ら

が いな けれ ば２ その 日もず っと遠 い もので あろ う と

思 います。

導 きに よる素 晴 らしい経験 につ いて お話 し したい

と思 い ます６１９６６年１０月３０日の 日曜 日に， サ イゴ ン
．

市 中心 に あ るカ ラベ ル ホテル の屋 上 に， ２００人余 り
ゆ

の教 会員 が集 ま りま した。 私 たち は そ こで 「み た

ま」 に満 ちた集 会 を持 つ ことが で き，．マ リオ ン Ｄ．

ハ ンクズ長老， ケ イス Ｅ． ガー ナー伝道 部長 その他

の方 々の話 を聞 きま した。 そ の集会 の終 り頃話 を し

て い る最 中に私 は導 きを感 じ， すで にマ ッケイ大管

長．か ら与 え られ て いた権能 の もとに， 福音 が宣 べ伝

え られ る よ うこの国 を奉 献 しよ うと思 い ま した。

奉 献 の祈 りは公 けの集 会 で捧 げ られた もので すか

らここで その時 に 「みた ま」 に導 かれて述 べ た言葉

の一 部 を繰 り返 す こと も許 され る と思 いますｇ

「永遠 の父な る神 よ， 我 らは今 日こ う、して， 争 い

と破 壊 と戦火 に引 き裂 か れた地， 南 ベ トナ ムの地 で、

御前 にへ り くだ って集 いま した。我 らは御 子 に して

主， 平 和 の君 にま します イ エス ？キ リス トの御 名 に

よ って 集 ま り， 汝 の特別 な祝福 を願 いたて まつ る…

ｏ

我 らは， アジアの他 の地にあって， サタンの働 き

を変えて汝の子 らφ善を祝福 と為 し’たもうた汝の御

業を見てまいりま した。そ して今， この地 の上 にも

同様に汝の 「みだま⊥ をそそぎたもうよう願いたて

まつ る。我 らの父，我 らの神なる汝に乞い願いたて

まつ る。互 いに争 う国 々の指導者の心に，理解 の精

神をつかわ し，全人類が汝の子 らであ、り兄弟である

ことを知 らしあた もうように， また双方に， こめ地

をふみにじる激 しい戦いを終えようとの望 みを植え

つけ，‘．自由 と正義を進め， 自由を愛す る人 々の 自由

意志を保証す る終結を願 うように，彼 らの心に御手

を触れたまえ。

聖なる父よ，汝の神権を持つ数多 くの善良な人 々

が戦争 にともなってこの地にやってまい りま した。

彼 らは， ここでこの地に汝の聖なる御業を打 ち建て

ようとしてお ります。彼 らは御子の福音 を仲間の人

１１６
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々にわかち， アメリカ人やベ トナムの人 々にも伝え

てお ります。 そのようにして多 くの人 々がバプテス

マ を受けていることを感謝 したてまつる。 この時に

汝が油そそぎこの時代の御業 の頭 として召 したもう

た予言者よ り受 けた権能 のもと， この国を奉献 して

汝の祝福を願いたてまつる。

聖なる神権 と授け られている聖な る使徒職 の権能

によって，南ベ トナムの地を，予言者 ジョセブ ・ス

ミスによ り回復 された主 イエス ・キ リス トの福音 の

説かれる地 として御前に奉献 したてまつる。父よ，

今 よ り先，人 々と国の指導者の心に触れる聖霊がさ
’らに

この地 に恵 まれ ます ように。彼 らが真理の教え

に心を開 き，御子の福音を受け入れますように， そ

の祝福をいただ く人 々が，汝か らたまわ って彼 らの

持つ，偉大な る賜 と力 と権威を他の人 々に分かち与

えようとの決意を心に新たにできますように…。

宣教師をつかわす道を開きたまえ。人 々の生活に

偉大 にして永遠な る善をもたらす彼 らの働 きを実 り

豊かなものとな したまえ。

この聖なる日の終 りにあたって，我 らは御前 に頭

をたれて汝の祝福 を乞い願 い，心よ り汝が我 らに為

したもう善を感謝 したてまつ る。瞭い主，主なるイ

エス ・キ リス トの御名によって祈 りたてまつ る。ア

ーメン」 一

かの地にはいまだに宣教師が派遣 されておりませ

ん。いつ宣教師をつかわす ことができるか もわか っ
’

てお りません。 しか し私 はその 日が来 ることを確信

してお ります。、こうしているうちにも，正式な宣教

師によらず市民や軍人め口か ら，求めて来る人 々に

福 音がわかち与 えられてお ります。 タイに教会が正

式に建て られた場合 と同じように，各地 において，

そのような人 々の努力を通 して教会 の業が打 ち建て

られています。戦争 にともなってその地へ熱心な教

会員が送 られなか ったな らば， それは不可能な こと

だ ったで しょう。悪 のさなかにあって も，主 はそれ

らの人 々の行な う善を祝福なさいます。非常な障害

のただ中にあっそも，彼 らの信仰ゆえに主は彼 らを ’

祝福な さいます。主 は，価値 ある福音の賜を分かち

与えようという彼 らの望 みによって，彼 らを祝福な

さいます。

葛

覧
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世界 の各地で礼拝 の家を建設するために払 う人 々

の犠牲 を見て，私 は深い感銘を与えられてまい りま

した。 しか しここ二年 ほどの間に軍人 として駐在 し

ているベ トナみ地区の管理長老の もとでの働 きほど

深 く心打たれたことはか ってありませんで した。彼

はすでに什分の一をおさめている兄弟たちに，軍か

ら受ける手当を建築資金 にしようと提案 し た の で

す。ある日曜 日にその日だけでサイゴン支部の人た

ちか ら３∫０００ ドル （およそ １０８万円）以上集ま り，

一ケ月のうちにベ トナム全土か ら１８
，０００ドル （およ

そ６４８万円）以上 も集 められたのです。戦いの危険

の中にあって平和のために持てるものを差 し出 した

これ らの軍人のよ ケに信仰をよ く表わ している人 々

は，・世界のどこにいるで しょうか。彼 らはそのお金

を自分 は見 ることも用いることもない建物， しか し

いつの 日かその地 の入 々に祝福を もた らす建物の建

設 のために捧げたのです。主 は，その心 に対 して彼

らを祝福 なさいます。主の平安によって，今戦火のも

と暗やみの中で静かに輝やいている信仰を息子の心

に植 えつ けた父親，母親の心が慰められますよ うに。

徴兵 されたために宣教師と して働 くことのできな

いご子息を持 って悲 しんでおられ る両親 の 皆 さ ま

が，彼 らが模範を もって宣教のわざによ く携わ って

い るということと，彼 らが暗黒の とば りをひきあげ

ていつの日か福音が教えられ るための助けを為 して

い ることを知 って，い くば くかの慰めを得 られます

よ うに。

私は初めて今週，ブ リガム ・ヤ ングの記 した興味

深 い言葉を読みま した。ヤング大管長 はこう言 って

います。

「東イ ン ド諸島 （東南 アジアの意味 とうけとりま

す） の人 々およびあ らゆる島々，大陸に住む人 々が

高 きも低 きも無知なる者 も知恵 ある者 も永遠の生命

の御言葉を受け入れて，神の御子の永遠の神権 の力

を与え られ るのを 目の当た りに知 る時に，私は大い

な る喜びに満たされん。………」 （説教集第 ８巻）

この壇に立 って，私 は決 して戦争を弁護するので

はありません。簡単な答えというものはな く，問題

は理解で きないほどに入 りくんでいます。私が申 し

あげたいのはあの銀め糸の ことであ ります。暗黒の

弾幕 を縫 って，小 さ くは あ って も希望 の光 を放 って

輝 く銀 の糸 に皆 さまが心 を とめ られ ます よ うに。 今

は さ さや かな もので あ って も， 神 の奇 しき業 の うち

に強 め られ て， いつ の 日か かの地 に住 む御 父の子 供

の多 くに善 を もた らす大 いな る業 と して花開 くその

礎 に心 を向 けて下 さい。 私 はその ことが 確か で あ る

と知 ってお ります。

ア ジアの伝統 あ る国 々， 韓国， 台 湾， 沖縄， フィ

リピン， そ して 日本 に は， あわせ て二 万五 千人 以上

の末 日聖 徒が お ります。 それ らの 国に主 の御業 が発

展 して きたそ の跡 を見 て，私 は これ か ら何 が起 こる

かが わか るよ うに思 うので す。 これ らの素 晴 ら しい

人 々は， 神権 を持 った市民 や軍 人 の生活 とい う模 範

に よ って偉大 な御 業 のた めに築 かれ た基 礎 の上 に，

戦争 の暗 い 日々 とそ の後 の苦難 の時期 に まかれ た種

の豊 か な結 実 なの です。

ベ トナ ムにい る一 人 の兄弟 か ら受 け とった手紙 か

ら読 んで み たい と思 い ます。

「先 日プ ーベ イ とい う所で
， 私 は若 い教会員 がペ

ーパ ーバ ックの ｒ奇 しきみわ ざ』 を読 ん で い るの を

見 ま した。 （教 会 につ いて尋 ね られ た時 に教 え る こ

とが で き るよ うに読 んで いた ので しょ う）本 は汚れ

て いま した。 けれ ど も彼 はい っ し ょうけんめ いに読

んで い たので その よ ごれ が 目に入 りませ んで した」

た った今， 危 険な 彦 ヤ ングル のパ トロールか ら帰

って， 泥 で よごれ た服 のまま 福音 を学 ぶ若 い歩兵 の

姿 を思 い描 く時， 私 の心 には別 の二 つの様子 が浮 か

び ます。 彼 が生 まれ育 った家 庭 でそ の安 全 をい つ も

祈 る人 々， そ して， 平 和が もど って戦争 の黒 雲 が は

らわれ，今 か の地 で努 めて い るそれ らの兄 弟 た ちが

築 い た基 礎 の上 に教 会 の集会 の開 かれ て い るよ うす

力邸８。…。 ・・

その 日はや って まい ります。 私 は その こ とを確信

して お ります。

主 が ア ジアに住 む信 仰深 い兄 弟姉妹 を祝 福 した も

うよ う， また， この暗 黒 の 日を越 えて，彼 らの働 き

に よ って末 日の王 国 がか の地 に住 む多 くの人 々を囲

む時 を私 たち に恵 み た も うよ う， イエ ス ・キ リス ト

の御名 に よ りへ り くだ って お祈 りい だ します 。

ア ー メン。
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モ ル モ ン経 四 人 の 見 証 者 の 証 詞
モル モ ン経 は薄 い金 版 に書 かれ 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスに 手 渡 され るま で 土 の 中 に隠 され て

い ま した。 この書 物 が 神 の力 で与 え られ ， 神 の 霊 感 に よ って 醗 訳 され た もの で あ る こと を知 っ

た ４人 の人 々 の証 詞 が こ こに あ ります 。

エ マ ：予 言 者 ジ ョ セ フ ・ス ミス の 妻

「私 は モル モ ン経 が神 聖 な真 実 な もの で あ る こ と を知
って い遠 す。 そ して 少 しの 疑 い も持 っ

て お りま せ ん。 誰 れ も， も し霊 感 を受 け なか った らそ の原 稿 の書 面 を書 き取 る こ とが 出来 なか

った と私 は 信 じて い ます 。 なぜ な ら， 筆 記 者 と して 働 い て い る時 に， あな た の お 父 さん （ジ ョ

セ ブ ・ス ミス 皿） は私 に何 時 間 も口述 して 筆 記 させ ま した。 そ して 食 事 の後 や， 仕 事 を 中断 し

た り した あ と に， 残 って い る部 分 の原 稿 を 見直 した り読 ま せ た り しな い うち に直 ち に翻 訳 を 始

め ま した。 この よ うな こ とは この 仕 事 に携 って い る 間 は 日常 茶 飯 事 の こ とで した。 学識 の あ る

人 で さ え もこ の よ うな こ と は出来 ない と思 い ま す。 そ して ま た ジ ョセ ブの よ うに学 問 を うけ て

な い人 に とって ， それ は全 く不可 能 な こ とで した」。 （ジ ョセ ブ ・ス ミス 皿 「エ マ姉 妹 の 最 後 の

証 詞 」 Ｓａｉｎｔｓ’Ａｄｖｏｃａｔｅ，Ｖｏｌ．２ ０ｃｔｏｂｅｒ １８７９，Ｐ．５２）

マ ー テ ン ９ハ リ ス

「私 は モ ル モ ン経 が真 実 な もの で あ る こ とを 知
って い ま す … … そ の金 版 が神 の賜 と力 に よ っ

て翻 訳 され た こ とを知 って い ます 。 なぜ な ら神 の声 が 私 達 に 言 明 され た か らで す。 です か らそ

の仕 事 が真 実 で あ る と確 か にわ か りま す 。 か つ て ジ ョセ フ と話 して い た と き， 私 は ひ ざ の上 に

そ の金 版 を一 時 間半 も持 って いま した ， そ うで す確 か に私 は持 って い た の です 。 そ して ジ ョセ

ブ ・ス ミスが 謙 訳 した金 版 の多 くの部 分 を 私 は 自分 の手 で一 枚 一 枚 ふ れ て み ま した」 （「ミ レ

ニ アル ス タ ー」 Ｍ ｉｌｌｅｎｎｉａｌＳｔａｒ，Ｖｏ１．２１Ｐ．５４５）

オ リ ヴ ァ ・ カ ウ ド リ ー

「予 言 者 ジ ョセ ブ ‘ス ミス が神 の賜 と力 に よ
って モル モ ン経 を 融 訳 して い る時 に， 私 は ジ ョ

セ ブ の 口か ら語 られ た と お りに完 全 な モル モ ン経 （数 ペ ージ を の ぞ い て） を私 自身 で書 き ま し

た。 … … モル モ ン経 には 永 遠 の福 音 が 含 ま れ て い ま す。 そ れ は 予言 の成 就 と して， 人 の子 ら に

現 わ れ ま した 。」 （「ミレニ アル ス タ ー」 Ｍ ｉｌｌｅｎｎｉａｌ１Ｓｔａｒ，Ｖｏ１．２１Ｐ．５４４）

’擁

避ぐ

齢
デ ビ ド ・ホ イ ッ ト マ ー

「１８２９年 ６月 の下 旬 に
，ジ ョセ ブ とオ リヴ ァ・カ ウ ドリー と私 は一 緒 に お りま した。 そ の 時天

使 が 私 達 に金 版 を 示 しま した 。 これ は 次 の様 に示 され ま した。 「太 陽 の光 よ りも も っ

と輝 か しい光 」 で私 達 が 覆 わ れ た 時 に ジ ョセ フ とオ リヴ ァ と私 は丸 太 の上 に腰 か け て い ま し

た。 そ の光 の真 中 に た くさん の金 の版 を の せ て い るテ ー ブ ル が 見 え ま した。 私 は それ を 確 か に

見 ま した 。 そ して ， ま ぎれ もな く， モ ル モ ン経 の金 版 の記 録 が 神 の賜 と力 に よ って 蘇

訳 され た こ とを 言 明 され る主 の御 声 を 聞 きま した」。 （「ミ レニ アル ス タ ー」 Ｍ ｉ１１ｅｎｎｉａｌＳｔａｒ，

Ｖｏｌ．４３．Ｐ．４３７）

ξ囎

鞭鵬
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律法を守 るこε

管理監 督 ジ ョ ン Ｈ．バ ン デ ン バ ー グ

画 製作 者 の故 セ シル ・Ｂ ・デ ミル は 「我 々 は モー セの 十 戒 を 破 る こ とは 出来 な い， た

映
だ十戒にさからって，自身を破滅することは出来 る。」といいま した。 今 日私達の回

りに神様の律法や国の法律に逆 らって， 自分自身や自分達の生活を破滅させてしまった人を

見かけます。教会の目的は，損害や悲 しみから人々を守るように制定された法律に違反 して

自分達の生活をだいなしにさせないようにすることにあります。広い意味で法の基本的な目

的は，問題を予防することばかりでなく、進歩のための指針を与えることでもあります。

ほとんどの若い人々は，次の言葉をよく知っていると思います。すなわち 「私は，名誉に

かけて，神と国とに誠を尽 くし，スカウ トの 『おきて』を守 り，いつも他の人 々を援け，体

を強 くし，心をすこやかに，徳を養うように，最善を尽 くす事を誓います。」

これは価値ある生産的な生活に向かわせるために作 られた律法の一つであります。神 と国

の律法を守ることによって，青年は 「体を強 くし，心をすこやかに，徳を養 う」ことができ

ます。

だれでも，自分の属している団体の秩序を保 っている規則に従わなかったらどんな事業に

おいても卓越し得ません。

サタンの計画は永遠の律法に反 しているので失敗 します。 カー ラィルはこの点について実

に良く言い表わしています。すなわち 「全ての偉大な心の持主は，彼 らを治めているあらゆ

るものに謙虚に従い，心のせまい人はそうしない。」といいま した。

律法に従 うことは進歩のための基本的な教義であ ります。例えば，科学者は宇宙を統治し

ている自然界の法則を考えに入れて， はじめて宇宙船を月に送 ることができます。同様に，

神様の誠命に従うことによってのみ私達は人間の弱 さを克服でき，最後に昇栄の祝福を受け

ることができます。主は ｒそもそも創世の以前より天に於て定められたる一つの変 らざる律

法ありて，あらゆる祝福はこれに基 くなり。すなわち，われ ら何にて も神より祝福を受 くる

時は，．この祝福の基 く律法に従 うによりて然 るなり。」（教義と聖約 １３０：２０～２１）と語 られ

ま した。

一方律法に従順なのは明らかに進歩にとって必要であ り，律法に不従順なのはちょうどそ

の反対の結果すなわち退歩へと導きます。イスラエルの王になるたき６に予言者サムエルによ

って油をそそがれた若 くて才気縦横なサウルは将来を大いに嘱望 された指導者でした。サム

ェルが国民にサウルを紹介 した時，サムエルは 「主が選ばれた入をごらんなさい。民のうち

に彼のような人はないではありませんか」といった。民はみな 「王万才」と叫んだ。 （サム

エル前１０：２４）

不幸にもサウルは自分自身の傲慢 さの犠牲になってしまいました。というのは律法の上 に：

ｎ ９
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ヨ三として自分がいるように感 じ始めたのです。ある時サウル

は予言者の任務を司どり，そ して主に幡祭のいけにえを捧げ

ました。サムエルがサウルのな したことを知って，サムエル

はサウルに言いました 「あなたは愚かなことをした。あなた

は，あなたの神，主の命 じられた命令を守らなかった。 もし

守 ったならば，主は今あな たの王国を長 くイスラエルの上に

義 もたれたであろう。 しか し今は，あなたの王国は続かない

であろう。主は自分の心にかなう人を求めて………」

（サムエル前１３：１３～１４）

もしサウルが神様の律法に従っていたら，きっと偉大な王

になっていたこと’で紬よう。 しかしなが らその不従順によっ

てす ぐに憂うつな， きびしい長い期間を過ごすようになり，

遂にギルボアでペ リシテ人 との戦いの最中に自分自身の刃で

命を断ったのでした。

現在で も若い人々の何人かは法律を無視 して行動できると

思っています。そのような人々は自分 自身を制す ることを学

んでいないので，他の人々を制するように愚かしい努力をし

ます。統計は成人の犯罪者が減少 して１８才以下の犯罪者が増

加していることを示 しています。

これらの青年達は法律に従わないことの代償がなんである

かほとんど理解 していません。その代償とは しば しば監禁 さ

れることと思われ る位なのですが，実際はそれ以上のもっと

重要なことなのです。たとえその重罪の宣告をうけた青年が

刑務所入 りをまぬがれて仮出獄を許されたとしても，最 も貴

重な市民 としての権利をいくつか失います。そしてその判決

の記録は常についてまわり，彼の性格と誠実さにいつも疑い

が注がれることでしょう。その上決 して海外渡航の許可を得

られません．し， どの国も居住者として認めないで しょう。

彼は決 して公の仕事に就 くことは出来ないし，その上保証

人の証明が必要な信用ある仕事にも多分就 くことが出来ませ

ん。たとえ市民として認められたとしても選挙権をもてない

し，また国が青年達に奉仕するように要請する時にも彼には

その機会が与えられないでしょう。

神様の誠命や国の法律を，’矛盾や拘束の絶えず続 く原因と

見なす人々がいます。 このような見方は未熟で，小さな子供

達がよく規則についてもつ見方と同じです，成長すると法律

に従うことは法律を支配 し，法律に背 くことによって生ず る

苦痛や悲 しみか ら解放されることに気がつくように な りま

１２０

す。

実際に，真の自由とは正しい原則や律法に従うことによっ

て生ずる産物であり，救い主の生涯ほどこのことについて明

らかにしているものはありません。誰でもまだイエスよりも

自由な生活をしたものはありません。イエスは父なる神様の

御意に忠実であったために，全人類の問題の原因である人間

の弱点に打勝つたのです。父なる神の御意にそったゲツセマ

ネや十字架上のイエスの苦 しみはまった く私達に自由を与え

るためでありました。そしてその従順さのために 「・ｆエスは

そ して，全 き者 とされたので，彼に従順であるすべての人に

対 して，永遠の救いの源 となり」たもうたのです。 （ヘブル

５：９）

末日聖徒イエス ・キリス ト教会の会員であるあなた達若い

男性や女性は，神様に従 うべきであります し，律法に従わな

くてもよいと誘いかけるどんな理論や哲学か らも，たとえあ

るイデオロギーがこのことを支持するように思えても，離れ

るべきであります。神様は 「何人もその国の律法を破ること

なかれ。そは神の律法を守るものはその国の律法を破る要な

ければなり」 （教義と聖約５８：２１） と語 られました。

悪意のある対立すなわち律法 と一致 しないという理由とか

ただ単に思慮がないという理由によって，律法に従わないの

は，相変 らず同 じ様な悪いことを繰返 し，いぜんとして自分

の未熟さを表明 しているのです。それに反 し国の律法や神様

の誠命に忠実であることは真の成長の しるしであります。 ロ

バー ト・Ｅ ・リーが述べたように， 「あなたは従うことを学

ぶまでは真の紳士 （または淑女）とはいえません」は確かで

あ り葦す。

最近一人の父親が自分の息子のことについて記者からイン

タビューを受けました。その息子が特別の栄誉を受けたわけ

ではなく，重大な罪を犯 して告発されたか らで した。その記

者 に語 った父親の声は聞．くか らに落胆 しているこ とが わ か

り，やっと 「今 日は私の生涯で最 も暗い日です」と語 るだけ

で した。

この悲劇的な光景はもはや遠 くの出来事ではないことを統

計は示 しています。 もし数世紀前にシナイ山で与 え られ た

「あなたの父と母を敬え……」 （出エジプ ト２０：１２）という

言葉に従っていたら青年達の間にある罪や無法や両親達の心

配や悩みは実際にな くなるでしょう。
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もふ けて子供 たちも休み家の 中も静かにな りま した。父親の夜

死後 ここ しば らく私た ちと一緒 にいて静かな夜を満た して く

れた ポール も， もう床 につ きま した。彼 には大学 の学期末試験が控

えています。

私 は，ス タン ドを暗 くして腰 をかけると，今 日の午後 ，監督の事

務所 であ った ことをお もい出 しま した。私 たちはポー ルが伝道 に出

る事について話 し合 ったのて した。私 は，今，彼が私の本 当の気持

がわか って くれるだろ うかと案 じて います。私 は全部本 当の ことを

言 いま した。 「監督 さんそれは彼 の決心次第です わ。私た ちはその

事について話 し合 って祈 りま しょう。」けれ とも心 中て は 「いいえ，

まだ早す ぎますわ」 と叫んでいたのです。

私は以前には決 して 「いいえ」 とい った事 はあ りません。 いつ も

「はい」あるいは 「や ってみま しょう」 といって来 ま した。家計は

どうにかや りくりが出来ます し伝道 に出る事 はポールにとって素晴

らしい事に違 いあ りません。 でも，スーザ ンや ビリー ． ショー は大

好 きな兄 かいな くな った らど うや ってい くので しょうか ？父親 を亡

くして間 もない うちに，息子 を伝道 に出す母親 は何 を頼 りに したら

いいのて しょう ？ ポールは私達 の初子 なのです。 ど うして彼 と別

れ る事が出来 るで しょうか。

そんな事を考 えてい るとふ と記憶 がよみがえ ってきま した。

春，丘の上に黄色い アパー トが立 っている光景 です。 その春 に，

私は教 会を見 出 しま した一 とい うよ りは，教会 が私 をみつ けて く

れたのてす。

★ ★ ★ ★

それは シア トルでの出来事 です。戦争 の始まる直前て した。私 は

エ７歳 で ロシャー とい う， とび色 の 目を した 少年 に恋 を して いま し
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「ごめ ん ね ジ ェニ ー ・僕 は本 当

に知 らな か った ん だ よ」 彼 は， 私

の ふ る え て い る あ ご に さ わ る と，

上 を 向 か せ ま した。 「さ あ， さ あ

元 気 を 出 して 笑 って こ らん」
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た。 ロジャーは シア トルの天気 のように気 ま ぐれで したが，彼が気

がついていたかど うかは ともあれ，私 は彼の魅力 につ いひかれてい

たのです。

私 のた った一人 の家族 である母親 は，アパ ー トを経営 して お り，

私達二人はそ こに住 んでいま した。 そのアパ ー トはスペイ ン風 まが

いの建築で，かび臭い長い ホールがあ り， ピュー ジッ トサ ウ ン ド

（ワシン トン州北西部で大平洋岸の湾 ）が見 渡せま した。

春 まだ浅 いある日の ことロジャーは私 の学 校へや って来 て，家 ま

で一緒 に歩 いて帰 りま した。

私達 は大 きな緑色の表戸の前を 行 った り，来た りしなが ら大学 で

開かれる春 の舞踏会 のことを話 し合い ました。彼はその大学で数学

を専攻 して いたのです。

彼 はまだその舞踏会へ私 を誘 って はいませんで したが，彼の気持

は私 にはよ くわか っていま した。彼 はむ ぞ うさに本 をわ きにかかえ

て黄色 い しっくいの壁 によ りかか り，私 は階段 に腰か け て い ま し

た。．素晴 しいひ とときで した。 ロジャーは私 がどれ程彼 に思 いを寄

せてい るかを期待 するかのよ うに，よ く私 をか らかいま した。 ある

時，彼は 「僕の英語 クラスに ジンジャーとい うす ごくきれいな赤毛

を した子がい るんだよ」 「彼女 と結婚 しよ うかな」などといいま し

た。たい して傷つ きは しませんで したが，彼 が ジンジャーに注 目し

て いる事を知 って私は心中おだやかではあ りませんで した。私 の髪

の毛 はねずみ色がか った茶色を してい ましたので。

しか し，今 日の彼 はいつ もとどことな く違 っていて，大 学につい

て話 しなが ら，「来年 は君 もカ レッジだね」「本を もってや るよ」な

どと言 いま した。 めった に見せ ない笑顔にはえ くぼが見えま した。

彼 がそんな顔 をみせ た時 ，私 は母親が以前 いった ように， 「彼の 口

もとが弱 々 しい」 とは思 いませ んで した。

やがて彼 は私 の方へ寄 って来 て， 「君 は僕 のものだ。 ジェニー」

私 の心は何か知 らない もので捕 え られ ，驚 きで心臓 は止 ま りそうで

した。

その時，戸 があいて，母 が顔 を出 しま した。

「ロジャー今 日は ！」母はち ょっとだけ笑 顔を見せて い い ま し

た。 「ジェニー，手伝 って くれ る ？アパ ー トの地下 を貸 したの。 間

もな く新 しい借家人が来 るころよ。皿や台所用品が欲 し い ん だ っ ・

て」 その時 ，合図で も したかの ように一台の古ぼ けた青 い ダ ッ ジ

（自動車 の名前）がか えでの老木の蔭 にな ってい る駐車路にガ タガ

タいいなが ら止ま りま した。

母 がほほえみ なが ら出て来 ました。 「まあ間 に合 ったわね」母は

私達 を紹 介 して ， 「ジ ェニー ，こちらは ライル ・ホル ブル ックさん

こち らは ビル ・ス ミスさん よ。皆 さん，．、これが私の娘，そ

して こち らは ロジャー ・ダニエル」

「素敵 だわ／」皆が握 手 し合って いる間 に私 は思 いま した。私が

ひかれたのは ライルで した。彼 の髪 は黒 く，目はいたず らっぽ さを

たたえていま した。彼 の態度 が余 りにも大 っぴ らなので ，私 はロジ

ャー と一緒に当惑 して しまいま レた。 ロジャーは私 と二人 ｇき りの

ほかは，決 して くつろがない人なのでず。

「君 は学校をぬ けて来たの ？」 ライルが ロジャーに尋 ねま した。

「うん」 ロジ ャーは答えなが ら目を伏せま した。

「ビルと僕 は歯学部なんだよ」 ライルは私 を見 て笑い か け ま し

た。母が 「あなたた ち，車を道端か ら車庫へ移 さない こと。 アパ 「 ．

トのす ぐ前で荷 おろ しがで きて よ」 と戸 口か ら声をか けま した。

１２２

う

車 がガタガタい いなが ら角を曲 った時， ロジャーは車のナ ンバー

プ レー トを指 しなが ら言 いました 「ユ タか らきたんだね」「そ う，あ

た ったわ」母 は答 えました。 「さて忙 しくな るわね。 さよ うな らロ

ジャー，ジェニー おいで」「はいお母 さん。 ロジャーいて くれない 。

母 もあなた に手伝 って欲 しいと思 うわ」 それは思いや りのあ るいい

かたではなかったのですが私 は彼 にいて ほしか ったのです。

扉 を勢 いよ く閉めま した。で もロジ ャー は声 を低めて 言 い ま し

た。 「僕は君 のお母さん の前で は固 くなっちゃうんだ よ。帰 った方

が良 さそ うだね」

私 は平静を装お うと努めま した 「それ じゃいいわ」

彼 は私の手を強 く握 りしめま した。 「き っとまた来 るよ」 そ うし

て後へ戻 りかけなが らつ け加え るよ うにいいま した。 「あの二人 に

目をつ けてい る方がいいよ。多分モルモ ンだ と思 うよ」私 が返事 を

しな いうちに，彼 は家の角を曲 って口笛を吹 きなが ら消 えて しまい

ま した。

ロジャー は一つの ことをあてたのです。 ライル とボ ッブはモルモ

ンだ った のです。で も私達は特別彼 らに関心を払 ってはいませんで

した。彼 らが アパ ー トへ入居 して しば ら くしてか らの こと，母がい

いま した。

「ね，あの二人 は，私 の知 って いる限 りで は，最 も素晴 らしい青

年 だ と思 うわ」

私 にはど うして母がそんな風 に感 じたのか理解 出来 ま した。私達

は大学の近 くへ きてか ら，よ く学生達 にアパ ー トを貸 しま した。で

も時 々酒 宴が開かれた り，女 の子 がや って きた り，部屋 が汚 され た

ま まだ った りした ものです。

ライル とビル には全 くそんな ことがあ りません。 二人 は教会 と学

校へ行 き， 自分で洗濯や，掃 除を し，家へ手紙 を書 きま した。食料

品な どを買 いに行 く時はいつ も店まで母を車に乗 せてい くとい って

くれ ました。一 で も，母はいつ も私を使いにや りま したが。

土曜 日になると，彼 らは洗 濯を しま した。 アパー トの洗 濯機は扱

いに くい古 い代物で１５分毎 に五 セン トの白銅貨をいれてや らねばな

りません。 そ こで彼 らが その洗濯機 を最初 に使 う時 には私が階下へ

下 りて行 って機械 の取 り扱 い方 を教 えてや りました。その湯気のた

ち こめる洗濯部屋 で初 めて福音 の真理 をきいたのです。

もちろんそれまでに，．歴史 の時間や一度見た事の ある．映画な どを

通 してモルモ ンについては多少 な りとも知 って いました。 ブ リガム

・ヤ ングや開拓 者の こと，またグ レー ト・ソール ト・レイク （大塩

湖）について も知 っていま した。 で もモルモ ンの人達が どんな こと

を信 じてい るかについては知 りませ んで した。 なん とな く 「モルモ

ン」 とい う名は，外国の 「異教徒 」 と同 じよ うにいつ も奇異 な宗派

に思 って いま した。

「あなたた ちの宗教について少 し話 して くれない」子供 じみ た好

奇心 に聞 えた とも気づかずに，頼みま した。彼 らはそれに答 えて く

．れ ま した６

それ は素晴 ら しい ひとときで した。金版 の物語を聞 こ う と し た

時 ，古 い汗 じみ た シャツを着た二人が絞 り機に衣類をか けよ うとし

てお り，それが終 るとモルモ ン経の初めの くだ りを聞か さ れ ま し

た。

話が終 った時には， とっくの昔 に洗濯が終 って いました。

「次の 日曜 日には僕 らと一緒 に教 会に来 ない。 お母 さ ん も 一 緒

に」 とラ．イルがいいま した。



」

「

」

「訪問者 はいつで も来て るし， きっと君 も行 って良か ったと思 う．

よ」

私 はあ ま り行 く気持が ありませんで した。 ロジャーが 日曜 にはた

ずねて くるか も知れないのです。 で も母がいいま した。 「正直 いっ

て ジェニーあなたは昼ひなかか らあの人 の夢 をみて いるみたいよ。

あなたがいてや らないの も彼には薬になるわ」

そ こで私達は一緒にモルモ シ教 会を訪 れま した。建物 は古 くてみ

すぼ らしい在郷軍人会連 盟ホールで した。一 全然教 会 らしいとこ

ろはあ りませんで した。 で も中に入る と美 しい真珠 を見 るようなす

ば らしい霊感を感 じま した。今 まで こんな歌声 を耳 に した ことが あ

りませんで した。儀 式は簡潔で子供 さえ役割 を持 って い る の を 見

て，私 は深 く心を動 かされ涙 を流 しなが ら腰か けて いました。それ

は不思 議な ことで した。で も私 １ま家 にいるよ うな気 分 だ った の で

す。

母 は多 く語 りませんで したが ，きっと彼女 もその場の霊感を感 じ

ていたと私 は思 いま した。数 自塞 って母 はライル とビルを夕食に招

待 しま した。彼 らは長 い時間い ることはで きませんで したが，夕食

の間 ，私達 は教会や教義 について語 り合いま した。

「私 は什分の一 についで そんな に熱心になれないわ， ライル」 と

母が いいま した。 「収入の什分 の一は， とて も大変 な金額 のよ うに
．思え る

の。 もしそれを完全 に納 めてい る人がいればき っと特別 な人

よ」

ライルは ほほえんでいいま した。 「大変 な金額 のよ うに思 えるの

は私 にもわか ります。 しか し什分 の一が もた らして くれる祝福 はお

金で計 ることが出来ません。私 が伝道 に出ていた時 ，私 は，次の よ

うに説明 した ものです。真 の什分 の一 は私達 の所有す るすべての中

か ら最初の果実を主 に捧 げる ことなのです。 お金だ けで はな く，時

間 も労力 もなのです」

このよ うな ことを これ程若 い人 （ロジャーよ り２， ３才年上だ け

の） か ら聞 くなんてまった く予想 も しないことで した。私 はロジ ャ

ーがどんな風 に考 えているかいぶ か しく思 いま した。 ロジ ャー と私

は宗教 につ いて一度：も話 し合った ことはあ りませんで した。私が真

剣 にな るといつもいやが っているよ うで した。

その夜 ， ライル とビルが帰 った後 ，ロ ジャーがや って きま した。

「親 父の車 を借 りたよ。」彼 はいいま した 「ドライブに行 こう」私の

心臓は ドキ ドキ して，おそ らく今夜 ，舞踏会へ誘 って くれ るで しょ

〔うと思いま した。

雨 が降 っていたので私 は コー トを持 ちま した。母が真剣 なまな ざ

しで立 っていま したが，知 らんふ りして，母 を抱 き締 め，勢 いよ く

外へ飛び出 しま した。私達 は最初 にボー リングを しに行 きま した。

すべては順調で した。 ところがそ こヘ ロジャーの仲 間がや って くる

と，今までの楽 しさは消 し飛 んで しまいま した。仲間 と一緒 のロジ

ャーは何 とい うことで しょう。私 は驚 いて彼 らの乱暴 な話 しぶ りに

は耳を貸す まいと努めま した。

私達 は問 もな くそ こか ら，断崖 の方ヘ ドライブ しま した。．そこか

らは，霧雨の煙 る港で光を点滅 させてい る船 を見渡せ ま した。 ロ ジ

ャーが近ず いて来ま した。私は ビルや ライル と共 に した夕食 のこと

や彼 らが私の質問 に答えて くれた ことな どを考 え こんでいま した。

す るとタバ コの強い においがす るロジャーの息 が して，私 は顔 をそ

む けて しまいま した。

「おい，今夜の君 はおか しい よ。」彼はいいま した。 「あのモルモ

ンの連 中は僕 の時聞を台 な しに して くれた な」私 は彼が ライルの こ

とをい っている ことに気 がつ きま した。

「馬鹿 な こといわな いで よ」私は怒 って彼のそばを離れ ました。

「彼 は忙：しくて女 の子 の ことなんか考 える暇がないのよ。 とにか く

ロゼヤー，彼 は確 かに好青年 よ。彼 は教会 のため ２年間 も伝道 した

のよ」．

「２年 だって ／」 ロ ジャ７ は大声 をあげま した
。 「も し僕が ２年

も宣教師 を して いた ら，君 は僕 と会 えなか ったろ うね」

私 は彼 を見つ めま した。額 か ら口へか けて の彼の横顔 は シル エ ッ

トのように暗 く浮 きぼ りにされて いま したが ，光の いたず らで ，あ

ごの方 はぼんや りとして いま した。 「ロジャー」私は悲 しんでいい

ま した。 「あなたは何 かを真剣 に考 えていないの」

彼 は笑 いま した。 「もちろん老えて るよ。最 も素的な人 につ いて

ね。 それ は誰かな」 「ロジ ャー ちっともおか しい ことな いわ」私の

目は涙がた まって真赤 にな りま した。彼が私 を抱 こうと したので ，

私は乱暴 に彼を押 しや りま した。

「わ均〉ったよ」長い沈黙が続 き， ワイパーの音だ けが していま し

た。 「ところで」 と彼はいいま した。 「君にあ ることを話 そ うと思

ってたんだよ」彼 の言葉 は外の雨 のよ うに， 冷た く， ま じめ で し

た。 「僕は ジンジャーに，僕 と一緒 に舞 踏会へ行 くよ う招待 したん

だよ。．この ことは君 をだます ことになるん じゃないか と心配 なんだ

よ。」

そ うい って彼 は車 を道路へ戻 し私を家へ帰 して くれ ました 。

次 の朝床 の申で うつ ら うつ らしなが ら，ロジャーの ことを思い出

しま した。彼 はあや ま りもしな ければ別れ も告げずに，私を アパー

トの前 に置 き去 りにして行 ったのです。私 もプライ ドがあ ったので

何 もいわないで いました。

私 は気を使 いなが ら何があ ったかを母 に話 しま した。彼 女の きれ

いな茶色の 目は，私のため に悲 しんでい るよ うで したが，やがてほ

っと したように 「ほか にも男の子はい るわよ」とい って くれま した 。

で も私は そう簡単 に忘れ ることが出来ませんで した。指 を一本 失

った手の ように，傷ついていたむ，むな しい ものがあ りま した。 日

記の ページを埋めつ くし，悲 しみの詩をな ぐり書 きしま した。友 達

（女の友達） と一緒 に映画 に行 き，急いで家へ帰 っては，私 に呼び

出 しが なか ったかを聞いた りしました。 また若 い二人が手に手を取

って歩 いて いるの を見 ると，私 はいそいで 目．を そらせ ました。

ライルは事 の次第 を知 っていた に違い ありません。あ る日，私が

玄関前 を掃 除して いるの を見か けると，声をか けて ぐ れ ま し た。

「乖気 を出 しなよ，．ジェニ・一。可愛い君が こんなにやせ ちゃ．って」

私 は うれ しくなって彼 にほほえみ ました。．「どう， ビルや僕 と一緒

にも う一度 ，君 もお母 さん も教会 に来て見ない」と彼はいいま した 。

私達 は教会 を訪れ ま した。 そうして また家 にい るよ うな落 ちっい

た気分 を味 わったのです。

聞 もな く教会へ通 う事 は習慣 にな りました一 日曜 日には， 日曜

学校 と聖餐会 ，火曜 日の夜 はＭ．Ｌ Ａと。時 々は母 と一緒に そうで

なければ，教 会の新 しい友達が車で連れてい って くれ ました。幾度

も ビルや ラィルとも行 きま した。彼 らは私がいつ も欲 しが っていた

兄弟 のよ うに思 えま した。

すべ ての事 が突如 と して変 って しまいま した。 ５月の あ る 日 曜

Ｅｌ．，私 は数週 間 もロジャーの事 をまった く考 えてい ないことに気が

つきま．した。藤 の甘 い香 りをかいでも， ラジオから流れ る ラブ．ソン
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グをきいて も自分が ライルの ことを考 えているよ うに思 えま した。

それは ショックで した。彼 はいつ も私 に親 切に して く れ ま し た

が ，それ以上の何物で もあ りませんで した。 そ こで私 は 老 え ま し

た。彼は私がまだ ロジャーを愛 して いると思 って いるのか しら ？’＝

私 はまだまだ若 いか しら？ おそ らく私 に似つかわ しい誰かがいて

くれるに違 いない。 しか し私 はそん な風 に考 えた くありませんで し

た。私 の ロマ ンチ ックな心 は夢 で一杯で した。毎 日，彼 ら二人を学

校 の行 き帰 り車 に乗せ ，夜 はゆっ くり皿洗い をしなが ら心の中で詩

をつ くりま した。時折 ，朝早 く起 きて歩いてい ると，胸の喜びは電

流 のようにつ ま先や指先か ら流れてい くよ うで した。
　るコヒ

そんな ある日曜の朝，私が郵便を取 り出 してい ると∴ ライルが廊

下 にある郵便箱にや って きま した。彼 は郵 便箱か ら手紙 を取 り出 し

ま した。私 は不意 に何か言 ってみた くな りま した 。「ライル，家 か ら

の手紙なの ？きっとガール フレン ドが書 いてよ こしたんで しょう」

「そ うとも毎週ね」鉗 を切 っている手紙 か ら目をあげて彼 は答 えま ．

した。それか ら口を開けて大 き く笑 い， 「君 が気 がつ いて いたとは

知 らなか ったね」 とたんに私 の 目は涙 で一杯 にな りま した。私 は必

死に こらえなが ら，何 も言 うことが 出来 ませ んで した。手紙 を読み

出 した ライルは，また顔 をあげほほえんで見せ ま した。 それか ら彼

の表情 はま じめにな りま した。私は 目を伏せ ま したが悲 しみを こ．ら

えきれ ませんで した。 しば ら くの間私達はお互いに心の中か ら語 り

あいま した。

彼 は静かな声で 「ごめんね ジェニー。僕は本当に知 らなか ったん

だ よ」私の震え るあ ごに さわ ると上を向かせ ま した。 「さあ，さあ

元気を出 して笑 って ごらん」なん とか笑 い，そ して何 か軽 い冗談 で

もいお うとしま したがど うに もできませ んで した。私 はただ微笑 し

鼻をつま らせ なが らそ こに立 っていま した。

彼 は自分 のハ ンカチを私 に渡 して く．れ ，私が 目を おおうと気を き

か して窓 の外 を見や りま した。 「ジェニー，君 も知 って い る と お

り，最 も素晴 ら しい福音の原則の一つは，永遠の結婚なんだよ。 僕

は小 さい時 か らその事 を教 え られて きたんだ。 それで伝道に出 る前

にすで に僕 は結婚す る人 をきめていたんだよ。彼女は君のよ うな人

なんだ 」

彼はふ りか えり 不意 ビ私 の髪に手をかけま した 。「本 当の ところ ．

僕は，以前に，君が教会に入 った らロジャーが失 う物 がなん である

かを ，気がついて くれ るだろ うと思 っていたんだよ」彼 は快活 ぞ う

に語 って くれま した。で も彼 の 目は疑 っているよ うで した。

や っとの事 で私 は物 をい う事 が出来 るよ うにな りま した。 「むか

しの宣教師 は，今 も宣教師 なのね 。」私達 は一緒 に笑 いま した。 それ

か らライルが階段 をお りて，彼 の部屋へ戻 り私 も自分 の部屋へ戻 り

ま した。 ・・

モルモ ン教会へ通 うの を止め る事は容易な ことで した。 ライルが

私 に親切で あれ ばある程 ，私は ロジャー に断 られた時よ りももっと

心 に打撃を受 けたのです。 けれ ども， も しライルの ことで教 会を去

るよ うなことが あれ ば一 あるいは，本当の ところ，私 のプ ライ ド

のため に一 私 にとって大切にな って来てい るものを失 って しま う

だ ろうとわか ってい ました。

そ うして幾 日かが過ぎま した。私 は 日記 に書 きつ けま した。 なぜ

な ら書 き留めてお きたい と思 うごとや整理 した ことが 山程 あ ったか

らです。時間がかか りま したが， とうと う私 は ライルのこと、が 気が

か り．にな らずにすむよ うにな りま した。 いつ の臼か恋 したい と思 う
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よ うな，ち ょうどそん なた ぐいの人 としてだけ考え られるよ うにな

りま した。 ロジャーが ，その後 どう してい るかはわか りませんで し

た。 この新 しくなお りか けた傷 にふれに来 るのではないか と時折 心

配 しなが ら彼の事を考 えま した。

そんな ある夜，彼がや って来ま した。彼 は私達 二人 の間が以前 と

まった く同 じであ るかのよ うに振舞 いま した。 それは土曜 日の夕食

後の ことで した。彼は私をダ ンスに誘 いに来 ま した。 「僕 は うろう

ろ してたんだよ」彼は腰のポケ ッ トを軽 くたたきなが ら，なつか し

し『あの不思議な笑顔を見せていいま した。

「ごめんな さい， ロジャー」 私 は彼 にいいま した。 「で も私 には

別 の計画があるの。」

彼 は片方 のまゆを上 げなが ら静か にいい ました。 「ね， ジェニー

君 を訪 問 しないで悪 か ったよ。で も僕 は決 して ジンジャー といたわ

けではないんだよ。僕 はただ階下 にい るあ’の男の子 にやき もちを焼

いていた だけなん だ」

彼 の黒ずん だ厚 いまぶ たで おおわれた 目はまだ私 の心 を動 かす力

を持 って いま した。 ・

ジー寸の閥私 は動揺 しま した。一か月前だ った らこの ことは大 きな

意味があ ったで しょう。私は泣 きた くな りま した。で もも う遅す ぎ

たのです。彼の捧げて くれた ものは，真珠 をかいま見た人 に，まが

い ものの うにを差 し出すよ うな もので した。今の私 は，い ったい ど

んな もので幸福 になれる とい うので しょう？

「ごめんなさい， ロ ジャー」 私 はもう一度いい象 した 。「今夜 ，

私 は，Ｍ． １． Ａ． に行 くの。わか るで しょう。私 は末 日聖徒にな

る決心 を したの よ」

私達は さようならといい ました。 ロジャーは固い表 情で一寸笑顔

を見せただ けで した 。私は彼の想像以上に心に痛 手を受 けたのです。

★ ★ ★ ★

夜 も大分ふけて来ま した。私 は思い出す ことに疲 れま した。明 日

は監督がい らっしゃるで しょう。私 は心 の準備が出来 ま した。今私

は 自分 に尋 ねています。 もし私 が， ライル ・ホルブ ックを知 らなか

った ら，私 の生涯はどんなだ ったか しらと。

私 はロ ジャー と結婚 しただろ うとは思 いません。で もい ったい誰

がそ う断言で きるで しょう？私 はかつて，人間の一生 とは二方 を流

れるかあるいは他方 を流れ るか して海 に注 ぐ川であ ると考 え ま し

た。私 は考 えたのです。 どの道筋 を行 こうと，私達 は神 の ところへ

戻 る ことか ら逃れ ることは出来ないのだ と。 しか し，必ず しもそ う

で はないのです。若 い流れは， 自然の コースか らそれて，干 か らび

て しまうか， よどんだ泉に迷 い こんで しま うこともあるの ですｇ

この ことを考え ると，私 の心は， ライル ・ホルブ ックや ，全世界

に福音を伝え るため》彼 のよ うな青年 を送 り出 して いる教会 にます

ます感謝でい っぱいになるので す。 と申 します のもまた私の夫であ

るジム と会えたの も教 会です し，私達が永遠の結婚を したの も教会

だ ったか らです。

さて，私達 の羊 の群 の初子 にもお召がや って参 りま した。彼 が も

た らす メッセージをどこかで誰かが待 ってい るで し．ようか ？ もし

いる とすれ ば，ポー ルは それを伝えなければな りませ ん。主 は２０年

とい う息子の生涯 を私に下 さい ました。 そのお返 しにあげる ２年 は

ま った く少 い ものです。

監督が来 られた ら，ポールは誇 りを もって答 える ことで しょう。私

の心は ロジャーに別れを告げたあの夜に もう決 まっ．て いたのです 。
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新 年 に 望 む こ と は
平 安です か

もしそうなら，心に平安を持ちま しょう。家庭に安らぎの場を持ち，混乱をさけましょう。 「わたしの平安を

汝に与える」 と救い主は言われま した。この平安を得るために，主の賜物を受けて，みむねを行ないましょう。

喜 びです か

良きことを行い，誠命に従 う喜びを，いつも自分たちのまわりに持ちましょう。 「人類が現世にあるのは，幸

福を得んためである」

生活を喜びに満ちたものとするために自分の役割をよく認識 して， この喜びという贈物をいただきましょう。

愛で すか

人を愛 し，自分 も愛されるように しま しょう。 自分の愛を，言葉や行いであ らわすのにためらわないで下さい。

他の人に奉仕す ることによって，自分の愛を人々に拡げて下さい。愛の御方でいらっしゃる神様か ら，この贈物

をいただきましょう。

時 間ですか

貴重な時間，分，さらに秒までも，もっと有効に使うようにして下さい。自分のやりたいと思 う事を全部する

には，その時間を，自分で作 り出さなければな りません。 この時間という贈物をいただきましょう。

機 会 です か

自分の身近かにある，可能性に目を向けて下さい。 自己を進歩させたいと願 うならば，視野を広げ，自分で，

学び，認識 し，成長する機会をつ くって下さい。 この機会という贈物をいただいて，望みを果たしましょう。

愛する姉妹のみなさまへ

あなたがたが，自分が幸福になるために望んでいることが，新年にもたらされますようにお祈 りしています。

あなたがたの心の内の正 しい願いと共に，平安，喜び，愛，時間，そして機会が， この新年に実現されますよう

に。皆様の上に天のお父さまの恵みがありますようにお祈 りいた します。

講

扶 助 協 会 中 央 管 理 会 長 会

偽 ベル

隔 蕪 。 ．

Ｓ． ス パ ッ フ オ ー ド

鱗

ル イ ス Ｗ ． マ ドセ ン マ リア ン ヌ Ｃ．シ ャー プ

１２５
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テ ー キ部 セ ン タ ー の台 所 で ， ぜ リー サ ラ ダが 「出来 上 って い ま せ ん 」 と聞 い た と き に はス

お どろ きま した。 タイ ム （た ち じ ゃ こ う草 ） ロー ズ マ リー （ま んね ん ろ う） そ れ に オ レ

ガ ノを使 っ た きれ い な巻 き菓 子 と， 甘 い リンゴ ジ ュー ス とジ ンジ ャー エ ール を 味 つ け し， 大 き

く新 鮮 な イ チ ゴ の氷 らせ た もの を 浮 か べ た パ ンチ と， ふ わ ふ わ とや わ らか く， バ タ ーを ぬ った

クル ミ入 りの お菓 子 が 出来 て い ま した 。・９０人 の 姉妹 た ち が， ２時 間 もかが らな い う ちに， 昼 食

を準 備 した ら， これ らの料 理 は とて もす ば ら しい もの とな りま一す 。 サ ラダ は ボ ール に 盛 ら れ

て， ス プー ンで食 べ るこ とに な って い ま した。 「サ ラ ダが 出来 上 って な い」 と， 小 声 で 知 ら さ

れ た と きは本 当 に び っ く り しま した。 この 昼 食 会 は とて も大 切 な もの で した。 ス テ ー キ部 扶 助

台 所 で び っ く り し た ．こ と
ヘ レ ン ・ ヒ ン ク レ ー ・ ジ ョ ー ン ズ

協 会 が ，前 期 の指 導 者 会 に続 い て， ワー ド部 役 員 教 師 を ね ぎ らう ため に開 か れ た もの で した。

サ ラ ダ は， 美 しい 小 エ ビを あ し ら って， エ ビの色 を して お り， ま た サ ワ ー ク リー ム と， きざ ん

だ ネギ を入 れ て， パ ー テ ィー のた めの 食 物 と して 申 し分 の な い 見 ば え で した。 しか し， １２個 の

ボ ール に盛 られ た サ ラ ダの １つ を と って， ナ イ フで注 意 深 く割 れ 目を 入 れ て ， 味 見 を した人 は

み な， 「これ は ， ま だ 出来 て い な い」 と悲 しそ うに言 い ま した。 サ ラダを の ぞ いて ， す ば ら し

い料 理 を 準 備 して い た けれ ど，失 敗 に な れ て い な い の で姉 妹 た ち は あ わて 奪 した。 「も っ と濃

し ゅ く した ゼ ラチ ンを た して もお そす ぎ るわ ね」 と誰 か が い う と， 「お そす ぎ るわ ね ゴ と ジ ャ

ス ミン は言 い ま した 「ク ラ リス に渡 して， 冷蔵 庫 に 入 れ た ら ど うが し ら」 と誰 かが い い ま し

た。 氷 の か た ま りは お い しそ うで は あ りま せ ん で した。 「誰 か レ タス とま ぐろ の カ ン詰 とを 買

い に行 っ て来 て， か ん た ん な サ ラ ダを 作 らな けれ ば 」 とサ リーが決 め ま した。 彼 女 は， あ ま り

料 理 自慢 の方 で は な い の で， 少 し， おず お ず と言 い ま した。 料 理 に な れ て い な い人 は， 失 敗 に

は な れ て い ま した。

ゼ ラチ ンの デ ザ ー トが か た ま らな い と き は， 彼 女 は それ を ， パ ンチ に入 れ て，・ク ッキ ー と共

に 出 しま した し， 彼 女 の作 った， カ ス タ ー ド ・プ デ ィ ン グ， タ ピ オ カそ れ に サ ゴが 固 くな らな

い 時 な どは， そ れ を水 気 の な くな っ た カ ン詰 の桃 にか けて ， 出 した り しま した。 ケ ーキ を作 っ

て ， や わ らか す ぎ る時 な どは， 角 に切 って ， 砂 糖 で まぶ した り， ま た そ れ が パ サ パ サ しす ぎ る

時 な どは ， 蒸 して， プ デ ィ ング用 の レモ ン汁 を か けて 出 した りしま した。 ミー トロ ーフ を作 っ

た と き， 切 って み て， 肉 が ま だ少 しな ま だ っ た りす る と， そ れ を うす く切 って， バ ーベ キ ュー

・ソ ース を か けて，焼 肉 に して 出 しま した。 固 ま って い ない ゼ リー ・サ ラ ダな どは特 別 に あ わ

て る必 要 もな く， ま して や， 全 力投 球 で や らな け れ ば な らな い程 の事 もあ りま せ ん で し た。

圃 レ タ ス と ち しゃ
， そ れ に水 とき か ら し と青 存 と した野 菜 を 近 くの マ ーケ ッ トで 買 って来 て下

さい 。 それ らを 切 って， 調 理 して， デ ザ ー ト用 の サ ラダ に しま しょ う」 と彼女 は言 い ま した。

さ あ仕 事 に と りか か って 何 事 もな か った よ うに しま し ょ う」 と ジ ャ ス ミンが 言 い ま した。 そ し

て そ の様 に事 を 運 び ま した が ， ク ラス の 間 に， 一 人 の姉 妹 が 急 い で野 菜 を 買 い に行 きま した。

「誰 に も， サ ラダが ど う した な ん て 事 は しゃべ らな い で ね」 とサ リー は皆 に約 束 させ ま した。

しか し， もち ろ ん， こ うい うよ い秘 密 は守 り通 せ る もめ で は あ りませ ん。 「こん な お い しい サ

ラダ は食 べ た事 が ない わ 」 と姉 妹 た ちは言 って い ま した。 サ ラダ ドレ ッシ ン グが す ば らしい わ

ね， 秘 訣 を教 えて くれ な い」 ， 成 功 はす ば ら しい事 で す一 誰 もが 望 む こ とで す 。 しか した ま

に は， 失 敗 を成 功 に変 え る方 法 を 教 え て くれ るよ うな， 失 敗 した サ ラダ も必 要 で す 。 も し予 期

せ ぬ こと に全 然 会 わ なか っ た ら， 私 た ちは 工夫 とか機 転 を き かす 事 が で き な く な りま す。 た く

さん の重 要 な科 学 の発 見 が な され て きま した が ， そ れ は， ほ ん の小 さ』な ま ちが いか ら， 方式 や

成 分 が少 し違 った もの に な って 新 しい 結 果 が生 ま れ た こ とに よ る もの で した。 Ｌ 事成 れ ば 万

事成 る」 とは昔 の こと わ ざ です 。 それ と は反 対 に 「一事 成 らざ れ ば万 事 成 らず 」 とい う こ とが

言 え るか も しれ ま せ ん。 しか し， これ は真 実 で は あ りま せ ん。 予 期 せ ぬ 「失 敗 した サ ラ ダ」『の

よ うな もの ほ ど， 私 た ち の工 夫 ， 機 転 ， 能 力 を 伸 ば す もの は あ りませ ん。 そ して ， 身近 な失 敗

か ち生 ま・れ る成功 ほ どす ば ら しい もの は あ りませ ん 。・
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生 活 る 教 え 方

ク ラ ー ク Ｄ． ウ ェ ブ

Ｌ

＿ 千 年 ほ ど前 ， イ エ ス は次 の よ う に言 わ れ ま した 。

「わ た しに む か っ て 「主 よ
， 主 よ」 と言 う者 が ， み な

天 国 に は い るの で は な く， た だ， 天 にい ます わ が 父 の 御 旨 を

行 う者 だ け が， は い るの で あ るｑ」．（マ タ イ ７ ：２１）

１９０５年 デ ビ ド ０． マ ッケ ・ｆが ウ ェ ー バ ー ス テ ーキ 部 日曜

学 校 の副 会長 の とき， 生 徒 た ち が レ ッス ンの 内容 を 実 行 す る

よ うに と次 の よ うに言 わ れ た。 「善 が何 か を 知 る だ けで は 十

分 で は な い。 私 た ち は善 を行 な わ な けれ ば な ら な い」 。 そ れ

か ら６３年 経 った今 ， 心 理 学 者 ビク タ ー Ｂ． ク’リンは ， あ る

グ ル ー プ （末 日聖 徒 も含 め て） の外 見 的 ， 宗 教 的 な 行 な い

は ，真 の ク リス チ ャ ンの愛 の行 為 とは 「ほ と ん ど無 関 係 に な

され て い る」 と い う証 拠 を挙 げ て， 次 の よ う に書 いて い る。

「これ らの事 実 か ら
， も し子 供 や大 人 が 教 え られ た こ とを 実

行 しな い， あ るい は生 活 を よ りよ い方 向 に変 え な い と し た

■■■，馳‘膨」「Ｌ竃１１１ｉＩｌ【璽隔圏「ｉ膨膨１，ｉｉｉｌ配１，臣‘■■；ｉ臣‘臨‘１「【１１「「１匹１１１昌．，●■■■■■１融Ｌ｝「，５ｉ範ｉ卍ｉうｉ．ｉｉ「ｉｉｉ画１」幽．■幽，，画」ｉｉｌｉ」Ｌ■」し１「馳１蔭蔭，蔭１ｉ藍【匡筐１幽 Ｉｉ 匡 １１１１１廟 ９１

知識を変えるには

１．「私たちは定員会の会員たちを助けなければなりません」

２．「私たちはすべて家族の祈 りをしなければなりません」

３．「奉仕は福音の中でも，最 も大切な原則であることがわか

ったと思います」

４．「若 い皆 さん， 両 親 に従 う こと が ど ん な に大 切 か よ くわ か

って い る と思 い ま す」

魅

ら，私たち教師は誤まっていると云わざるを得ない。」

これ らの言葉の意味は明らかである。すなわち個人を救 う

のは福音の知識ではなく，知識を実行に移すことにあるので

ある。日曜学校の教師の皆さん，あなたがたはクラスで教え

たことを生徒が生活にとり入れるように何かなさっておりま

すか。このように生徒を行動に導 くため具体的な方法を述べ

ているマッケィ大管長は， 「行動へ駆りたてるもの」 と言っ
〆

ておられる。 ／

深 く学ぶには次の三つの道を通る必要がある。経験→熟慮

→行動 それ らを唇覚でいえば；最 初の経験は
，見たり，聞い

たり，嗅いだり，味をみた り，触れたり，探 したり，事実を

隼あた りすることである・次にこれらの経験について考えて

価値を判断 し『たり，相談 したり，祈ったり，目標をたてたり

霊の声に耳を傾 けた り霊的な価値を認識 したりして私たちの

■１匪匠「」匹匹曇匹【ＩＩ■昌「１匡１しＩＩ層「Ｌ‘１ｌｌｌ昌畠」ｌｉ藍ｉｉｉ［【匹画【「，曜，，．ｉｉｉｌ蔭，■Ｌ蔭Ｌ■ｉ，蔭■Ｌ．」【１ｌｉｉｉｉ ｉｉ ｉ薗 匪画１｛．酷 ｉ■ １ 圃１適８画 聰匡ＩＩＩ９，

生活を変えるには

１．「兄弟たちよ，私たちはおたがいに助け合うために何か具

体的なことを行なおうと意見が一致 しましたが，それで

はどんなことをしたらよいと思いますか」

２ 「もしあなたが定期的に家族の祈 りをしていないならば，

この目標を達成するためにまず今晩やってみませんか。

家族皆でひざまずいて祈 ってみませんか」

３．「奉仕の原則がわかったなら，今週誰かにそれを示すため

にどんなことをしますか」

４．「子供の皆さん，私たちが両親を心か ら愛 していることを

示すにはどうしたらよいと思いますか。……さあ，皆さ

ん一人一人が両親を愛 していることを示すために何か２

つのことを今週中にやってくださいませんか」

１２７



老えを作 り上げるのである。最後に，学んできた老えや原則

を実行に移すのである。私たちはなすべきことを行う機会を

捕え，それを熱心に遂行 し，時に応 じて自制 し，正 しいと信

ずることを行なう，すなわち実行するのである。

この三番目の道である 「実行」を強調することは，生徒が

「天父のみむねを行なう」よう助けることになるのである。

まずあなたの レッスンの目標を，単に生徒が概念を知ること

ではなく，その知識を使って行なうことにしなさい。 しばし

ば教師は生徒がそんなことはすでにやっているので，それら

の教えの行ない方まではのべなくともよいと考えている。 し

かし前ページに掲げた文章を見て，生活を変える教え方と知

識を変える教え方の違いをよく比べてみよう。教師はこの大

きな違いに気を付けなければならない。

知識を変える教え方は，生徒が教師の望むように理解させ

るために言葉の使い方に頼 ることが多 くなる。生活を変える

教え方は，知識を伝えるたあだけの言葉よりも行動を促 し，

生徒にものごとを行なうよう励ます言葉が多 くなる。行なう

ことは学んだことが具体的な形 となってあらわれるたった一

つの方法 と言えよう。

生活を変える教え方は教師に 「私が教えよ、 としているこ

とを本当に 『理解する』人は，一体なにを したいと思 うか」

という大切な問題を老えさせることでしよう。すなわち，末

日聖徒が祈 りや，悔い改めや，神殿結婚や，神権の力などの

福音の教えを 「理解する」と，これ らを理解 していない人が

行なわないどんなことをするであろうか。

さらにクラスの人たちの行ないを強調することは，報いが

大きいのである。生徒がその教えについて話 し合えばそのこ

とがよくわかっていると信 じる教師 も少なくなることでしよ

う。祈 りや従順について話 し合う能力があるのみでは，その

人がよく祈 り従順であるとは必ずしも言えないのである。言

葉は単にある事柄をあらわす象徴であって，教会の教えによ

れば言葉は事実そのものとは異なっている。

私たちの信 じている宗教は単なる思想ではなく，方法なの

である。

来月になれば，あなたがた教師は生徒を福音のうちに生 き

るようにレッスンをよりよく使う方法をいろいろと検討なさ

るものと期待 してお ります。
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１ 月 の 聖 句

大 人 日曜学校

見よ， これわが業にしてわが栄光，すなわち人に『

不死不滅 と永遠の生命 とをもたらすなり

（モーセ １：３９）

子 供 日曜学校

自分を愛するようにあなたの隣り人を愛せよ

（マタイ ２２：３９）
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Ｍ ＩＡ ス ポ ー ツ プ ロ グ ラ ム
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会 は， す べ て の人 が ， 心 身 共 につ りあい の とれ た 生 活教

をす る よ う教 え て い る。 確 か につ りあい の とれ た 生 活

を す るに は， ス ポ ー ッを 通 じて 得 られ る精 神 的 な くつ ろ ぎ と

身 体 の発 達 が一 つ の大 き な要 素 と な って い る。 大切 な こ とは

組 織 的 に行 な う競 技 で， チ ー ムや 個 人 の ス ポー ツマ ン シ ッ プ

が特 に強 調 され て い る こ と で あ る。

毎 年 ソル ト ・レー クで 若 い 人 々の た め に ，全 教会 トー ナ メ

ン トが 開催 され ， ソ フ トボー ル ， 野 球 ， バ スケ ッ トボー ル，

ゴ ル フ な ど の競 技 が 行 なわ れ る。 そ こ には ， 各 国 か ら多 数 の

選 手 が 集 ま って 来 る。

教 会 員 の 霊 的 レク リェ ー シ ョンを 目標 と して い るわ け で あ

る が， Ｍ ＩＡ の重 要 な 目標 の ひ とつ を 達 成 す るた め， 世 界 の

各 地 で競 技 が 行 なわ れ て い る。Ｍ ＩＡ が組 織 され る とそ の 国

の盛 ん な ス ポー ツ競 技 が， Ｍ ＩＡ の活 動 の 中 で と り入 れ られ

るの で あ る。

最 近 の調 査 に よれ ば， 教 会 の ス ポ ー ツ プ ロ グ ラ ム は， 約

１，０００人 の改 宗 者 と２，０００人 の不 活 発 会 員 の酒 発 化 を もた ら し

て い る。 １，０００人 もの改 宗 者 を もた ら した の は， ス ポ ー ツ プ

ロ グ ラ ムに 参 加 して い る教 会 の若 い人 々 の行 な い と霊 性 が 彼

らに強 い印 象 を 与 え た こ とを物 語 って い る。 各 チ ー ム， 個 人

は厳 格 な ス ポー ツ マ ン シ ッ プの ル ー ル に則 り， ま た コー チや

役 員 も その 指導 や行 動 に教 会 の高 い標 準 を維 持 す る よ う要 請

され て い る。

先 シー ズ ンだ けで も，バ スケ ッ トボー ル の み で ，ほ ぼ２０，０００

人 の選 手 と２，０００チ ー ムが 参 加 して い る。

１２９
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次 の手 紙 は， 全 教 会 バ スケ ッ トボー ル ・ トー ナ メ ン トに つ

いて ， あ るス テー キ部 長 が書 き寄 せ た も のの 抜 粋 で あ る。

「あ な た もそ の場 に居 あわ せ た ら
，非 常 に霊 的 な 経験 を

した で し ょう。 そ の 金 曜 日の夜 ， 優 勝 決 定 戦 で 負 けた 私

た ち の チ ー ム は， 更 衣室 に 戻 って来 ま した。 もち ろん ，

選 手 た ち はが っか り して い ま した。 しか し， チ ー ム に も

選 手 に も相 手 を非 難 す る よ うな と こ ろは あ りませ ん で し

た。 む しろ， 友 と して 分 か ち合 った す は ら しい経 験 と 自

分 た ちが トー ナ メ ン トで ワ ー ド部 と ステ ー キ部 の代 表 に

なれ た こ と に感 謝 して いた の で す。 コー チ は こ う言 い ま

した 「み ん な最 後 の試 合 で 負 けて残 念 だ った け れ ど も，

よ くや って くれ た。 僕 た ち は， こん な に強 い友 情 の きつ

な で結 び あ った し， トー ナ メ ン トを 通 じて い っ し ょに プ

レー で きた。 み ん な このす ば ら しい経 験 が で きた こ とを

感謝 しな くて は な らな い と思 う。 」 私 た ち は，最 善 を 尽

して， よ い試 合 が で き る よ う主 に助 けを 求 あ，主 が私 た

ちを 祝 福 し給 うよ う祈 っ て毎 試 合 に臨 ん だの です 。」

Ｍ ＩＡ ス ポー ッ プ ログ ラ ムを進 あ て行 くに あ た って 必 要 な

の は ， この計 画 に興 味 を もっ た熱 心 な指 導 者 を持 つ こ とで あ

る。 ＹＭ Ｍ ＩＡ 中 央 管理 会 ス ポ ー ッ委 員 会 は， 世 界 各 地 で ス

ポ ー ッを 競 技 プ ロ グ ラ ム と規 則 に従 っ て実 施 す る組 織 の設 立

を よ ろ こん で援 助 しよ う と して い る。 す で に， こ の プ ロ グ ラ

ムを 指 導 し， 継 続 す るた め の基 本 的 な規 則 ・標 準 ・手 続 き を

定 めて い る。 その 概 略 に つ い て は， 要 求 す れ ば， ス テ ー キ

部 ， 伝 道 部 の 管 琿 役 員 に 送 付 され る。 この プ ロ グ ラ ムは， 参

加 す る人 々 に競 技 の 感 激 を 味 わ せ る とい う点 で， 類 い まれ と

い え よ う。 参 加 す る人 は， 必 ず し も体格 が 堂 々 と し て い た

り， 身 長 が 大 き い とか 優 秀 で あ る必 要 は な い 。 ま た教 会員 で

あ る必 要 もな い の で あ る。

ア メ リ カの スポ ー ツ団 体 で 有 名 なあ る人 は 私 た ち の教 会 の

試 合 を 見 て次 の よ うな感 想 を 述 べ てい る。 「私 た ちが主 催 し

て い る リー グで は， 選 手 が これ 程 紳 士 的 な試 合 を 見 た こ とが

な い 。」

宗 教 に全 然 関 心 が 無 い と思 わ れ る若 い人 々 も， 競 技 を 通 じ

て 教 会 に関 心 を 持 つ よ うに な る。 それ は彼 らの 望 む もの を 与

え る こ とに よ り，真 実幸 福 な生 活 に， 何 が 必 要 か を 知 る よ う

に な るか らで あ る。

この プ ロ グ ラ ムに よ り， 若 い人 々 は教 会 に お いて 確 固 た る

もの と な り， 証 詞 を 強 め ， 正 しく生 活 しよ うと い う望 み を 抱

くよ うに な るの で あ る。

嫡
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私澱謙鵬灘雛総 ：竃欝
訓を しみ じみ感 じさせ られました。それは，

人は，真理に対していかに忠実であるかの

度合によって，真理を知るようになる，

ということで した。

イエス ・キリス トの神聖さを知ることは，他のことがらを

知るのとは，わけがちがいます。

それは，元来，知識を獲得するとか，論理性や，合理性や

聖典にのっている証拠や，歴史的事実を知るということでは

ありません。

私たちが実際の生活によって求めるべき知識を，行ないの

伴わない単なる知識にとどめてしまうのは間違い で あ りま

す。実際の生活で学ぶには全 く異なった方法があります。

再び申しますと，この原理は，

私たちが主を知るためには，ただ真理を求めようと

するだけでは駄目であって，忠実であろうとするこ

とが必要である，

ということです。

私たちの生活に，主に対する忠実を示 してこそ， この真理

は見出されるのです。

だれに責任があるか

天父は， どんな人でもその資格があれば，聖霊によって，

御子の神聖さの証詞を与えると約束 しておられます。それで

責任 ということが，資格ある私たちにかぶさってきます。主

との交わ りは主からはじまるのではありません。その約束 さ

れた御旨を受けるために自分自身をかえ，よく準備 しなけれ

ばならないのは，他ならぬ私たちなのです。

私たちは，

わが思いは，あなたがたの思いとは異なり，わが道

は，あなたがたの道とは異なっていると，主は言わ

れる。 （イザヤ ５５：８）

とか， 、

’
い っ た い， 人 間 の 思 い は ， そ の 内 に あ る人 間 の霊 以

外 に， だ れ が 知 って い よ うか。 そ れ と同 じよ うに神

の 思 い も，神 の御 霊 以外 に は， 知 る もの は な い。

（１コ リン ト ２ ：１１）

とか，

神 の み ここ ろ を行 な お うと思 う者 で あれ ば， だ れ で も…

… わ た し自身 か ら出 た も のか わ か るで あ ろ う
。

（ヨハ ネ ７ ：１７）

とか い うこ と を は っ き りと理解 して い ま す。 そ れ で， 私 た ち

は， この 知 識 に対 す る鍵 を 心 の 中で 探 しは じめ るわ け です 。

私 た ちは 「どれ だ け真 剣 だ った ろ うか ？ ほ ん と うに知 りた

い と思 って い るだ ろ うか ？ 資 格 を得 る た め に勉 強 ， 祈 り，

悔 い 改 め， 奉 仕 が必 要 な と きに， よ ろ こ ん で その 代 価 を 払 お

う と して い るだ ろ うか ？」 と尋 ねて み ます 。

多 くの人 々 は， 自分 た ちが 疑 っ て い る の は， キ リス トに つ

い て証 詞 す る予 言 者 で は な い と い う こ と に気 が つ い て い ま

す 。 深 く自分 をか え りみ れ ば，証 拠 を 受 け る こ とが で きな か

つた こ と で主 を非 難 す る こ とは 正 直 に な れ ば で きな くな りま

す 。 彼 らは， 自分 を りっぱ にで き る能 力 が あ る こ とを疑 っ て

い るの で す。 一 方， 障 害 や 弱 さが 自 分 に あ る こと に気 づ い て

い るの で す。

あ る求道 者 は次 の よ うに書 い て い ます 。一

「私 は禁 煙 が本 当 に で き るのか
， た だ そ れを 止 め たい と

思 って い るの か わ か らな か っ た」 と。

ま た他 の求 道 者 は， こ の よ うな 自分 の 正 直 さが 危 険 に さ らさ

れ て い る とき に， 問 題 は彼 ら自身 の うち に一 す なわ ち， 知

的 な お ご り， お そ ら くまた は肉 欲 とか ， 物 欲， 偽 善 に あ る こ

と に気 が つ い て い ます 。 彼 らは， キ リス トの 神 聖 さの証 詞 を

得 られ なか っ た こ とを 知 りま す。 な ぜ な ら， 人 々 の心 甚 し く

この 世 に属 け る もの の 上 に あ り， 唯 々人 間 の誉 を得 る こ とを

の み 望 ん で い て ， 次 の教 え を 知 らな い か らな の です 。 す な わ

ち 「天 の 能 力 は 正 義 の原 則 に よ りて の み支 配 し運 用 し得 る も

の な り」 （教 義 と聖 約 １２１：３５， ３６）
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個人を変えること

多 くの人々はこの教えを好みません。なぜなら， しばしば

これはその人にとってある苦行を意味 し，個人を変えるたあ

につ らい努力を しなければな らないからです。 これ らの苦行

や努力をさけて近道する方法はあ りません。その人の古い部

分を残 して単にキ リス トの知識を得 るということではないの

です。その人自身が，もしもキリス トの神聖さについて証を

受けようとするな ら，変わらなければならないのです。

この教えは，救主がこの世にお られた時代の高慢な願いを

・抱 くユダヤ人をおそれさせま した。彼 らは， この世を変える

責任を負ってくれる力強い，政治的な救世主を探 し求め，自

分を変える必要はないと考えました。彼 らは，聖典を研究す

れば永遠の生命を得 られると考えていました。 しか し，キリ

ス トは，この 「つ らい」，避け難い教義一 聖典が，ことば

だけでなく，実際にキ リス トのみもとに来る必要性，キリス

トの教えにそ つて生活することを指摘 しているような教義を

教え られま した。イエスは言われる 「あなたがたは，聖書の

中に永遠の命があると思って調べているが， この聖書は，わ

たしについてあか しをするものである。 しかも，あなたがた

は，命を得 るためにわた しのもとにごようともしない」

（ヨハネ５：３９，４０）

私たちの良心

私たちはキリ．ス トのみ言葉通 りキリス トのみもとへ来まし

た。主はこの世におられたとき御自身でこれ らのことばを述

べ られ，後に，予言者を通 して述べ られま した。これ らの教

えの一部は，聖典を学ぶだけでは十分でないことをはっきり

させています。私たちはキリス トの 「みたま」とともに生活

しなければなりません。そのためのなかだちとなるのは，そ

の人自身の良心なのです。

ではどのように して人は良心に問うのでしょうか。今す ぐ

正直に自分に尋ねるかも知れません。 「救主に近づ くために

何をしたらよいだろｂ ？」と。ちよっと， 自分に聞いてくだ

さいませんか。そして じっくりと考えてみてください。それ

か ら自らを省み，再び聞いてみてください。あなたに話 しか

ける声が聞こえませんか。静かな，小さな良心の声が。耳で

聞くのではありません。あなたの内部で感 じるのです。心の

深い奥底で。主に近づ くために何をなすべきか語っています

ね。悔い改めなければならない行ないがわかるで しょう。も

っと誰かに対 して親切でなければならないこと，誰かにゆる

しを乞わなければならないこと，なおさねばならないくせ，

もっと伸ばさなければならない徳なども感 じるでしょう。良

心で聞き感 じることな，イエス ・キリス トの，力ある生ける

証詞を得るあなた自身の公式なのです。 ．

私たちは聞きません／ ．

主は，私たちが主に対 し心をかた くなにしていても，ニー

ファイが レーマンとレミュエルに示 したように，私たちに目

的を達せさせようと試みておられます。 「あなたたちはその

御声を時々聞いている……あなたたちはなんらの感 じもなか

１３２
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った の で そ の 御 声 を感 ず る こと が で き なか っ た」。

私 た ち は ま た， 宗 教 的 な礼 拝 と祈 りを 「うわ べ だ けで 行 な

い ま す」。 私 た ち の祈 りは一 方 交 通 にな ｂ， 機 械 的 で ， 儀 式

的 に な り， 義務 的 に な り， そ れ は願 望 で は な くな ります 。

「彼 らは 口で私 に近 づ くけ れ ど
， 心 は私 か ら離 れ て い る」 の

で す 。 私 た ちの 多 くが， 信 仰 を持 たず に祈 っ て い る の は事 実

で す 。 そ ん な祈 りにぽ答 え を 受 け る こ と もな く， 主 と交 通 す

る こ と もで き ませ ん 。私 た ちは 聞 か な い の で ず。

私 た ち は， 祈 りの 中 で 「聞 くよ う」 に つ とめ な け れ ば な り

ませ ん。 私 た ちが 特 別 な祝 福 を求 め る と き， 祝 福 が 与 え られ

る律 法 を 理 解 す る よ う心 を じっ と傾 け ま し ょ う。 、（教 義 と聖

約 １３０：２０， ２１参 照 ）。 心 の 中 で答 え を 聞 くと き は， 注 意 深 く

考 え ， 自分 が そ の律 法 に 従 お う と して い るか を正 直 に心 に問

うて み ま しょ う。 も しそ うす るな ら， 私 た ち が従 お うとす る ｒ

主 に答 え ， 約 束 しま し ょ う。 も しそ うで な け れ ば， 祝 福 を求

め な い よ う に しま しょ う。 も し私 た ちが キ リス トへ の生 き た

証 詞 に心 か ら よ ろ こん で ゆ だ ね よ う と しな い な らば， 私 た ち

は それ を 受 け る こ とが で き ませ ん 。

「ま ちが って はい けな い
。 神 は侮 られ るよ うな か た

で は な い。 人 は 自分 の ま い た もの を， 刈 り取 る こ と ．

に な る」 （ガ ラ テ ヤ ６ ：７）

生 き て い る も の

自 己 の正 直 さ， 謙 遜 さを 起 させ る もの は， 誠 実 で ， よ く聞

こ う とす る祈 り以 外 に は あ りませ ん 。 そ れ は キ リス トの み た ．

ま， キ リス トめ光 と結 びつ い た生 活 へ 私 た ちを 導 い て くれ ま

す。 完 全 な正 直 ， 謙 遜 ， こ ま っ て い る人 々 に手 を 差 しの べ る

こ と， 献 身 とい う態度 の中 に， 私 た ち は導 き手 ， ま た は伴 侶

と して の聖 霊 を 文字 通 り持 つ こ とが で き る の です 。 聖 霊 は，

イエ ス ・キ リス トの神 聖 さを証 して くれ ます 。

どん な に私 た ちが知 的 で あ っ て， 知 識 が あ っ た と して も，

も し私 た ち に神 の 「み た ま」 と と もに あ る真 の個 人 的 な経 験

が な けれ ば， 生 ま れ つ きの盲 人 が， どん な に眼 の解 剖 学 や 光

の性 質 を 丹 念 に述 べ られ て も， 光 や光 景 に つ い て理 解 で き な

い よ うに， キ リス トにつ い て 知 る こ とは な い で し ょ う。

この個 人 的 な証 詞 は， この よ う に生 きて い る もの で あ りま

す。 それ は誰 かか ら借 りた もの で も過 去 の 霊 的 な 思 い 出 か ら

く る もの で もあ りませ ん。

．そ れ は む しろ井 戸 の 「生 け る水 」 （ヨハ ネ ４ ：１０） で す 。

そ れ は熱 心 な祈 り， 研 究 ， 悔 い改 め， 契 約 を 立 て た こ と， 従

順 そ して 奉 仕 を 通 じて得 た最 近 の真 の経 験 か ち得 られ た も の

で あ り， また 「誠 心誠 意」 （モ ロナ イ１０：４， ５） に行 な わ

れ る力 強 い教 え に よ って 得 られ る もの で す。

キ リス トを 知 る こ と はキ リス トの よ うに絶 えず 努 力 す る こ

と です 。 ま た神 聖 な性 格 を 自分 の もの に す ζ こ とで す。 （皿

ペ テ ロ １ ：３－ ８参 照 ）。 永 遠 の 生命 を得 るた め に は この よ う

な知 識 と状 態 が求 め られ て い る ので す 。

（ヨハ ネ１７：３参照 ）
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州 襲 d " 昌 ぴ 傷 嚇 O 叫 C 汁 。 即 任 C 磁 G J

伴 画 ψ O さ が 伴 鳶 ㌶ 贈 噌 蛛 o 肪 苛 竃 C べ

鳴 C 捧 。 』 砦 ! p ー ･ 隔 冥 ｣ ｢ 囎 酋 箕 嘘
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ρ ! P - ･ 梼 冥 ｣ 伴 曽 へ ､ マ < Y 冷 餅 弦 嶋 q
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眺 酬 伴 繭 ワ 婚 C 詩 。 ｢ 猷 き 舜 磁 薄 π か 吋 酬
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ぴ ワ ぴ 釘 志 蒔 C 詩 梼 , 哉 ＼ × 誘 つ 帖 叫 誘 小 θ
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( 詠 ㊦ H ) 猷 ぴ 隔 . へ ＼ × ㌶ § 群 θ 野 ◎ 竃 ゆ
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秋のある朝，突然氷の張 った日がありました。それは晩

日曜 日 の朝 で ， 私 は 道路 に張 った氷 を注 意 して よ け な

が ら車 を 運 転 して 教 会 に向 って い ま した。 車 の 中 は暖 か くな

っ て， 新 しい道 を 軽 く振 動 して い るエ ンジ ンの リズ ムに合 わ

せ て陽 気 に歌 い なが ら走 って い ま した。 は く息 が フ ロ ン トガ

ラス に霜 を結 び冷 た い模 様 を描 い て い ま した。

赤 信 号 で止 ま っ て は じめて 私 は ， 車 の 前 か ら立 ちの ぼ る大

き な雲 の よう な も の に気 が つ きま した。

「ま あ大 変
， 故 障 だわ 」 と思 い ま した。 私 は 曲 り角 に車 を

寄 せ て， 外 へ 出 ま した。 ボ ン ネ ッ トを 開 けて， エ ンジ ンを の

ぞ き こみ ま し たが ， こ う い う場 合 に は， ラジ エ ター の フ タを

と る こ と しか知 りませ んで した。 それ は， パ パ が そ うす るの

を これ ま で何 度 も見 て い ま した か ら。

そ の ブ タは とて も熱 くて， な るべ く早 くと ろ う と して ま わ

した 時， 指 を や け ど して しま い ま した。 蒸 気 と熱 湯 が しゅ一

と ほ とば し って， も うす こ しで手 首 にか か りそ うに な り， 寒

い 空 気 の 中 に大 き く湯 気 が広 が っ て行 きま した。

「ま あ
， ど う しよ う」新 た な 不 安 が つ の って， 涙 が あふ れ

て ， ほ ほを 伝 い ま した 。 車 は 速 度 を ゆ るあ て通 り 過 ぎ て 行

き， 通 行 人 が の ぞ き込 ん で い 濠 した。 日曜 日の散 歩 を楽 しむ

人 もポ ケ ッ トに しっか り手 を つ っ こん だ ま ま， こち らを 見 な

が ら通 り過 ぎて 行 き ま した。

「あ あ
， こま っ たわ 」 私 は車 に入 って ，頭 を か か え， 何 度

も同 じ言 葉 を泣 き なが ら言 って い ま した 。 教 会 で は 待 っ て い

るは ず だ っ た。 私 は どこ に も出か けて いな い こ とに な って い

ま した か ら。

しば ら く して， 誰 か が窓 を た た き ま した 。

「何 か 手 伝 い ま し ょ うか」

「は い
， お 願 い しま す」 と感 謝 して うなづ き ま した。

十 代 の少 年 が ガ ラ ス越 しに じっ と見 つ め て い ま した。 長 い

金 髪 が 目 もか くれ ん ぼか りに お お って い ま した。 彼 は ち ょっ

と身 震 い して， 細 い指 で 明 るい 紫 色 の ス クー ル カー デ ィガ ン

の ボ タ ンを とめ て い ま した 。 彼 は， デ ニ ムの ズ ボ ン と飾 りの

若人 のペー ジ

つ いた カ ウ ボー イ靴 を はい て い ま した。

「ど こが 悪 いの か わ か らない の 」 と私 は
， 車 か ら出 な が ら

話 しま した。 蒸 気 を 吹 き 出 したの で す 」

彼 は車 に の しか か って ， ボ ン ネ ッ トの 下 を の ぞ き込 ん で，

ラジ エ タ ー を さ わ りま した。

「ど こへ 行 こ う と して た ん で す か
」 彼 は， 手 を ズ ボ ンで ふ

い て， 私 の 泣 き は ら した 目 と涙 の す じの つ い た ほ ほ を 見 な が

らた つ ね ま した。

「教 会 な の
，本 当 は今 ご ろ，聖 歌 隊 で 歌 って い るは つ な の」

彼 は， 「教 会 」 と い う言 葉 に 眉 を 少 し上 げ て， ほ ほ え み ま

した。

「え え と
， ど うや らラ ジ エ ター が 凍 って い た よ うで す」 ま

た ボ ン ネ ッ トを の ぞ きこ ん で， 「水 が 通 らず に， 加 熱 され て

沸 騰 して しま っ た よ うです ね」 彼 は あ た りを す こ しつ つ いて

か ら身 体 を起 こ して， 私 を 見 ま した。

「しば ら く ラジ エ ター に毛 布 を か け て
， も う少 し水 を入 れ

た ら万 事 Ｏ Ｋ で す よ」

彼 は 自分 の明 る く塗 った古 い型 の車 か ら毛 布 を と り 出 し

て ， ラ ジエ ター と ボ ン ネ ッ トにか ぶ せ ま した。

「こ こか ら しば ら く行 った と こ ろに
， ガ ソ リ ンス タ ン ドが

あ ります か ら， そ こで 水 を も らって来 ま す 。 ほ ん の 二， 三 分

しか か か りませ ん」

車 の エ ン ジ ンをか けて ， 曲 が りか どを う な りを 立 て て とん

で行 きま した。 タ イ ヤが かす か に キ ュ ー ッと音 を 立 て て 行 き

ま した。

間 もな く彼 は カ ンに水 を入 れ て 戻 っ て来 て ， ラ ジ エ タ ーに

水 を入 れ て くれ ま した。 彼 は私 が エ ン ジ ンをか け る まで 待 っ

て くれ て， 教 会 に着 くま で後 をつ い て き て くれ ま した 。 そ し

て ，警 笛 を 鳴 らして， 手 を振 っ て行 っ て しま い ま した。

「あ
っ， 待 って ／ 」私 は や っ と気 が つ い て叫 び ま し た。

「私 はま だお 礼 も言 って な か っ た」 で も， ど うや っ て， あ の

親 切 なサ マ リヤ人 にお 礼 を した らい い の か し ら。
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愛 の 働 き

「あ欝 繍 欝 ∴綴 撃謹 驚譲窺溜

ばら しい 考 え を 発 表 した。 そ れ は， あ な た が た も当然 手 伝 い た い と

思 う もの で あ る」

これ は西 サ モ アの ア ピア の４０人 の生 徒 た ち が先 生 と一 緒 に集 ま っ

て， マ ッケ イ滝 の付 近 を美 し くす る た め， す す んで 働 いて い る写真

で あ る。 そ こに は， マ ッケ イ大 管 長 の た め に建 て られ ， そ の 名 を つ

けた記 念 碑 が あ っ た。 ＹＭ Ｍ ＩＡ 中 央 管 理 会 補 助 の ジ ョー ジ Ｒ．ヒ

ル Ｊｒ． は， 彼 の訪 問 を記 念 して， 本 土 か ら真 鋳 牌 を手 配 した。 少

年 た ち は， レ ク リ ェー シ ョ ン公 園 に あ る プー ル ま で 路 を 切 り 開 い

た。 彼 らは， そ の路 を マ ッケ イ滝 ま で ， そ こを訪 れ るた く さん の人

々が 安 全 に行 け る よ う に， 作 り直 した。 少女 た ちは タ ロイ モを植 え

さ らに， 緑 の美 しい神 聖 な場 所 に通 ず るか わ い た 安全 な道 を作 るた

め に， 砕 い た石 を 集 め た。
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私 た

あ る 夫 妻 の 回 顧

ち の 改 宗
エ ドワー ド ・プ ラ イ ン兄 弟 は トレ ン トン

（ニ ュー ジ ャー ジー） ワー ド部 で 図書 館 員

と して 働 い て い た が ， 昨年 逝 去 され た。

エ ド ワ ー ド ・ プ ラ ィ ン

私窪謄 璽 懸 総 灘 警 糞二誘
で上映されていた映画を思いがけな く見てその教会を知った

のである。おそらく異常なほどの好奇心があったと思 うが，

もともと妻のロゼアンヌと私は他のカップルと同 じで あっ

た。他の人々と同様に私達も三つの問に対する解答を得たい

と思っていた。つま り，私達はどこから来たのか ？これから

どこへ行 くのか ？ここで何をしているのか？すべての人々が

これらの質問をいろいろな形でたずねたにちがいないと確信

している。私達の場合もそうであるが，多 くの場合，ことさ

ら口に出 しては言わなくとも，心の中では何度もその間を く

りかえしていたのである。

世界博覧会でのその映画の焦点は我々が関心を持つ質間に

合わせられていた。その館を出てか ら約半時間ほど，私達の

関心を引いた映画のメッセージを信 じることができるか

どうかについてお互いに話 し合った。そのメッセージを信

じるだけでなく一それはすばらしい信念にちがいない一む

しろ信ずべきものだという結論に達 した。

その館の観覧者名簿にサインしておいたので，その後，

長老達の訪問を受けてからその教会が世界に語 りかけてい

るメッセージについて一層よく知 るようになってきた。私

達はついに１９６４年 ９月１９日にバプテスマを受けた。

近所の入は私達を末 日聖徒 としてどのように受けいれてい

るだろうか。私達はめったに宗教について論ずることのない

む しろ宗教には無関心なある種の世界主義的な環境に住んで

いる。 しかし私達は教会に加入 していることをか くしてはお

かなかった。そして隣人はコーヒー，茶，タバコ， アルコー

ル類に対 して，かくも断固たる意見を公然と表明 している教

会に私達が自主的に加わっていることに驚いている。私達の

住んでいる地域では，これ ら四つのものは頻繁に使われてお

り，近所の集まりにはほとんど欠かせないものに な っ て い

る。 しかし近所の人は，私達とその信仰を受け入れ，相変わ

らず友情と隣人関係を続けて くれた。

私達は教会の会員であることを誇 りとし，同じく教会の会

員となるべ く選ばれたことを誇 りとしている。私達は教会の

歴史を読みかつ研究 して，人々が福音のために払った犠牲を

知った。これは軽 々しく受けとることのできない財産であり

挑戦である。

監督 は，私達が教会の責任を果たすのに十分なほどの強い

証詞を持ったことがわかるとす ぐに，私達に仕事を与えた。
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妻は，はじめ日曜学校の図書係に，次いで日曜学校書記にな

るよう頼まれた。私はボーイスカウ ト委員， 日曜学校会長，

長老定員会書記などとして働いた。

教会に加入 してか らというもの，私達の生活に多くの目立

った変化が起こった。おそらくほとんどは私達にだけ特有の

ものだった。もっとも重要なものの一つは，以前には全然知

らなかった平安と満足を見出 したことだった。は じめは教会

の会員達に呼びかけるのに，いやいやなが ら兄弟とか姉妹 と

いう言葉を使っていたが，あとになって私達が，現在と永遠

の結び固めのために神殿に行ったとき，兄弟姉妹 という言葉

の持つ真の意味を知った。その日神殿にいた人々は，２人の

来訪者を助けるために，個人的な事情をすべて犠牲にした。

それから，神殿から帰ってニケ月 して私は重い胸の病気に

かかった。 ワー ド部の兄弟姉妹たちは，あらゆる面で私達を

助けて くれた。芝生の草を刈 り，家の塗装をし，家事を手伝

い，食事の用意をしてくれた。そういったことは私達がみな

兄弟なのだという感 じをもたせた。兄弟という言い方の範囲

はわからなかったが，実にはっきりしたやり方で示された。

私達の考えが変わった例は他にもあった。専門的な知識と

技術を もっていて， どこでも引っぱりだこの男の人がいた。

しか し彼はアルコールが好 きで，飲みたいという欲望を満足

させるために卑 しい仕事をしていた。はじめ私達は彼を嫌っ

ていて何かの集ま りに一緒に彼も出席するようなことがある

と憤慨 した ものだった。現在の心境は， ここに助けを必要 と

している人がいる，どうやって援助の手をさしのべようかと

いうことである。私達にとって，これは大きな心の変化であ

る。

私達はまたどうすればよいお祈 りができるかということもわ

かった。そして他の人のためにお祈 りをするのがもっともよ

いことを知っている。これ らのことは，私達が教会に加入 し

てから学んだ，多 くのことが らのほんの一部分にすぎない。

それは本や試験管では証明できないけれども，真実であるこ

とを知 っている。

私達の信仰の，実際的な試 しは，私 の胸の病気と共にやっ

てきた。二人共その病気の間に何が起っているかを知ってい

た。病院の車が到着する前，数分の間，私達は語 り合って非

常に恵まれているということに意見が一致 した。私達は今 も

永世にもわたる結婚をしていた。たとえ引き離されて もそれ

はほんの短い間だけということがわかっていた。

病院では，私達がどのようにして喜びと満足を得ることが

できるかを他の患者 と話合う機会がたびたびあった。ある日

定期的に患者を訪問しているカトリックの司祭が来て，ソル

トレーク市 に行 って神殿を訪間したことがあると語 った。彼

は教会の宣教師制度について質問した。誰が宣教師となって

行 くのか， そしてどのようにして宣教師は選ばれるのか，な

どであった。彼は，．ほとんどの宣教師が伝道の費用を自分で

貯蓄 して教会には経済的な負担をかけないということを知っ

て驚いた。

教会が我々にとっていかに重要かを言い尽す ことはできな

い。生まれてか ら一生涯 モルモンである人をうらやましく思

う。 しかし自分達が改宗者であることを喜んでいる。私達は

教会外から得るものがきわめて少ないことを経験 して知 って

いるのである。

どれだ け払 いた いのです か ？
メル ビ ン ・：Ｌ・ブ レ イ ン

人間が金持ちになれる方法はいろいろとある。またそれはいろいろの値段で手に入れられ

る。金持ちになるたあに自分の最 も親 しい人の友情を利用 した時，誰がその値段をつける事

が出来るだろうか。人間の健康 と富を交換 したとてその人はいくら得を したというのであろ

うか ？ 金持ちになるために徳性を犠牲にしてしまったら，その人はあまりにも高価な買物

を した事になるのではないか，１悪銭身につかずと言 うがまさにその通 りである。人生の目的

が幸福を得ることであるという事がわからなくなるまで金銭に執着すべきではない。平凡な

人々や偉大な人々によって，世界は進歩してきたが，かれらは真理を何よりも大切にして来

た人々なのである。

我々は，金銭を追い回 している内に，永遠の祝福が奪われてしまわない様に用心する事で

ある。結局，’やたらと金持ちになりたがっている人間は神との絆を失い， 自分の金で自分を

苦 しめるために罰を買うことになる。
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大 管長 会 メ ッセー ジ

第 １３８回半期 総大 会 よ り

Ｌ

膨

大 管 長 基 調 演 説
正 義 を 愛 し 悪 を 憎 む 市 民 は

戦 艦 よ り 強 し

デ ビ ド ０． マ ッケ イ

１９６８年 １０月 ４日金 曜 日 第 １３８回 半期 総大 会 開会 の部 （ソル ト ・レー ク ・タハ ナ ク ル） に お け る

テ ヒ ト ０ マ ソ ケ イ大 管 長 の説 教 （令息 ロハ ー ト Ｒ マ ノケ イ氏 に よ る代 読 ）

愛する兄弟姉妹，今朝この神聖な建物でこの大会を持ち，

皆様にお会いできて私の胸は神の祝福に対する感謝に満たさ

れております。このように恵まれた素晴らしい気持ちをこれ

程強 く感 じたことはありません。

今日，ご出席の公官庁な らびに教育関係の指導者の方に，

また遠方からわざわざご出席下さっている４６５余のステーキ

部及び８４にわたる伝道部を代表する役員の方々 に， こ の第

１３８回 半期総大会＼の歓迎のごあいさつを申しあげ， この大

会に終始主の 「みたま」が我々と共にあります様お祈 りいた

します。私は年がゆくにつれて益々人生に驚嘆を覚え，これを

享受す る機会と祝福に深い感謝の気持 ちを抱いてお ります。

私は自分がこれまでに受けた数々の祝福について，感謝の

気持ちを持って，述べてみることにいたします。

私は自分の立派な両親から受けた賢明で注意深い導きとし

つけに対 し感謝 しております。「導 きとしつけ」すなわち，私

の両親は，私の活発で感 じ易い青春期に，賢明にしか もていね
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いに私を導いて下さいました。 もし両親のこの様な導きがな

かったら私は全く違 った生き方をしていたかも知れません。

いつ も注意深いしかも愛情あふれる母ｉ親と，素晴 らしい父

親に対し感謝と愛の念が年がゆくにっれて高まってまいりま

す。

私は ９人の兄弟と姉妹に感謝 しております。その中の ３人

は今もなお健在であります。彼 らは私に家庭の喜びを与えて

くれました。これが今懐 しい思い出となっております。彼 ら

が与えてくれたものは両親の愛に次いで大切なものでした。

婿私はまた両親が多くの犠牲を払って私たちに教育を受けさ

せて下さったことに感謝 しております。

教育を通じて私は生涯の伴侶にめぐりあい，彼女は私をこ

れまで常に励まして来てくれました。彼女は７人の子供達の．

賢明な指導者であり，我が美わしき家庭の心となって来まし

た。

私の生涯を全 く変えた伝道の機会を与えてくれた教会と両

親に，また友だちに感謝 しております。真実と誠実な友情か

ら生まれた心の平安と豊かさを経験す る人は幸せ で あ むま

す 。私はその意味で，誠実な友と同僚を愛 しております。

何よりも増 して，幸福な生活の源である福音に感謝 してお

ります。福音は私たちの生活を清 くし，また全ての祝福を も

たらします。

主の祝福 と 「みたま」の導きが世界各地の主の教会の上に

確かにあることを信 じ， これに感謝 しております。，また主の

親しさと慈愛を深い感謝の気持ちをもって感 じております。

教会に時間と財産を捧げ，忠実に，全霊をこめて尽 して下さ

る会員たちがいることがどれほど私の励みとなっていること

でしょう。教会堂がいずこにあろうとも， この様 な会員の上

にはいつも神の祝福 と応えがあります。

什分の一や献納をされる会員，また教会の建築計画，福祉

事業を援助して下さる忠実で信仰深い会員の存在は私の喜び

であります。

私は生命 （いのち）を愛し，私がこの世に生を受けている、

ことを喜んでおります。

毎朝窓か ら東方の山々を見，美 しい秋の空に太陽が昇 るの

を見る時，また私たちに命の水をもたらす雨を見る時にさえ

生命を喜び，神の慈愛に感謝してお ります。

私は，我々がこの素晴らしい原子力の時代に住み，その業

績に心から感謝 しております。今日の自然科学の発見には想

像を絶するものがあります。実に毎日毎日信 じられない程の

科学の成果を得ております。この素晴らしい時代はまだ始ま

ったばかりであります。我々は日々研究が進むにつれて解か

れ，展開する進歩を目のあたりにすることで しょう。私はこ

の様な科学的発展が破壊的なものでなく建設的なものである

ことを祈ってやみません。

我々は実に素晴らしい時代に生きております。、私は善良か

つ勤勉なこの国また世界の人々を信 じ，物質文明が進歩 して

も 「善」のみがこれにもたらされることを期待 しています。．
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しかしながら， この時代が未来の偉大な可能牲を有すると

同時に危険に満ち満ちていることも確かであ ります。

現に，我々は日々起っている様々な事件を紙上に読んでお

ります。 この様な不安と恐怖を起こす原因があることを認め

ないわけにはゆきません。犯罪の増加，法律の軽視を見るの

は 「ショック」であり 「驚き」であ ります。，

我々は周囲にある悪の力，特に策略，神の心に反する事柄

また世の中の思想を弱化 し滅ぼす様な事柄に無頓着になれな

いし，そうであってはなりません。人の行為や計画すること

が主の御意に逆 らう時，我々は彼 らに忠告 し戒めを与えるの

が当り前でありましょう。

今，私は若い時に覚え， これが私の思想に偉大な影響を与

えた一つの聖句を思い出します。それは， 「我が霊は汚れ し

肉体に宿 らず」 と云 う聖句でした。私は少年の頃オグデンに

行 く途中父の側でバネの入った座席に腰掛けてお りま した。

私たちがオグデン河にかか る橋を通 りかかった時 １人の男

の人が河の北側の土手にあるサロンから出て来ました。私は

彼に見覚えがありました。と云うのは彼を舞台のステージで

：見たことがあり，彼のファンだったからです。しかしその時

彼は酒に酔っていました。 しかも，数日間その状態が続いて

いた様に見受けられました。

彼は我・¢を見つけると泣き崩れ，叫び，酒場に戻って酒に

ありつける様に５０セン トを くれと私の父にせがみました。我

々が橋を渡 ると父は次の様に云いま した。

「デビ・ド，・いましがたお前が見た人は我々のワー ド部の神

権者 として，会員の家を私と一緒に訪問して まわっていた人

なのだよ」父はこのことについてはそれだけ云っただけです

が， これは放蕩に対す る警告として私にとって忘れられない

言葉 となりました。

この出来事があってからしばらくして私の先生がナイアガ

ラ滝に向ってボー トを漕いでいた若者たちの話を読む様に云

われました。年数がたち，作者の名前，本の名前を覚えてい

ませんが， この若者たちが愉快にボー トを漕ぎナイアガラ河

を下 り遂に遭難する物語を生涯忘れ ることがなかったのでこ

こで皆さんにお話 しいたしましょう。

彼 らが酒に酔い騒ぎながら河を下って行 くと，その前方に

急流があるのを知っていて河岸で見ていたある人が彼 らに向

って叫びました。 「お一い，君たち，急流があるぞ．／」 しか

し，若者たちは彼の警告を無視 して 「大丈夫 さ」 と答え，笑

ったり，騒いだりしなが ら下流ヘボー トを漕いで行きました

彼 らが急流に近付くとまた叫びました。「お一い，急流がある

ぞ／」 しか し，彼 らは注意しようともせず進み，気が付い

た時には急流の真っただ中にお りました。彼 らは全力を尽 し

たがボー トは転覆 してしまいました。「だから，云わないこと

ではないのに……」と警告した人は云いました。彼 らは大き

な悲鳴をあげ，のろいながら急流にのまれていったのです。

これは非常に印象的な描写で，先にも申しあげた様に，私

はこの物語にひどく感動 しま した。

て
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ある人が週刊新聞め欄で，当世の若者に対し次の様な警告

をしています。

「青年がこれほど緊迫 した空気を う．け，致命的とも云える

影響をこうむった時代はかつてなかった。また青年たちが生

きていくのに彼 らの個々の人格がこれほど決定的に作用する

ことも過去にはなかったことである。当今では１２才の少年と

いえども取 り返 しのつかない汚れや，傷を負わないためには

非常に強い性格を持っていなくてはならない。また少年期か

ら青年期へ移 る課程はちょうどふるいの様なもので適切な大

きさを持たない者たちは誘惑と悪の罠にふるい落されてしま

う。現在，若い世代の人たちが落伍する割合は驚く程高く，

保護を必要 とする世代ほどこの様な状態に置かれ易いのであ

る。

現代の若者の社会は他の動物社会と同 じ様に厳 しい生存競

争の法則に従 っている。我々には青少年がハゲタカ，狼，寄

生虫の様な麻薬業者，好色家，変質者，凶漢，狂信者，イデ

オロギーの誘惑者たちに襲われ，餌食にされるのを見て知 っ

ている。我々はいろいろな所で彼 ら青少年が成長する前に堕

落 し，朽ち果てるのを見ているのである。

（エリック・ホファー ソル ト・レーク・トリビューン

１９６８年６月１６日，日曜版）

岸辺に立ち，若者に向って， 「お一い，君たち，危険だぞ

！」 と叫ぶだけだったら簡単だが，流れまで漕いで行 き，出

来 ることなら彼 らと一緒にボー トに乗 り込み，友 となり，説

得 し，さらに適当な方法で急流か らボー トを岸に引き返 らせ

ることは難 しいことである。多 くの人々は岸辺に立 って叫ぶ

が，彼 らの生活の中に入ってゆき，人格と人格を触れ，宗教

にある真実を彼に感 じさせることが必要なのであります。す

なわち， これが人生の最も偉大なことなのであります。真の

宗教生活ほど幸せと満足をもた らすものは他にありません。

汚れなき人は国の宝であ り，清純な婦人は真に栄えある国

の象徴であります。正義を愛し，悪をしりぞける一市民の方

が一隻の戦艦よりも素晴らしい力を持 っています。清純，誠実

率直な人々か らなる組織には常に正義に対する構えがあり，

悪の近接に敏感であ ります。 この様な理想的な市民となり模

範 となろうではあ りませんか。

我々は大多数の青年を信頼 しているが，いかにその信頼が

強かろうとも， この様に多くの非行者と犯罪が増えている事

実を認めずにはいられません。社会が道徳的雰囲気を持 ち，

福祉と民主政治を維持す るには正 しい治療薬を常用 し，犯罪

の原因を取 り除かなくてはなりません。

犯罪増加の主な原因の一つに 「家庭生活に対する失望」が

あります。すなわち，母親が母親としての責任を果 さなかっ

たり，子供を持ちながら道楽や名声のために子供を犠牲にす

るなど自分たちに与え られた最も大切な使命をしばしば放棄

す る母親がその例であります。

同様に，仕事，政治，社会の責任を果たすために息子や娘

をなおざりにし，妻 と協力のない父親は家庭に楽しい雰囲気

をもたらすことが出来ず，否定と不和，ひいては犯罪を生む

協力者 となってしまいます。

父親は優 しい母親と協力 し愛する子供たち㊥助けとな り，

導 きとなるべきであります。

父親は自分 もまた昔はいたず らな子供 であったことを心に

留め，思いやりのある態度で子供に接 し導いてゆかなければ

な りません。

家庭は理想的な社会生活，国家の有 り方を教える最 も良い

場所であ ります。

今日のアメリカの家庭に必要なことは家庭にもっと宗教が

取 り入れられることであります。両親は真剣に真の教会につ

いて子供たちに言葉と行動で，はっきりと示さなければなり

ません。教会は，家庭についで青少年を守る必要 が あ りま

す。

この世には我々の問題を解決してくれる強い力，宗教があ

ります。

精神生活の向上と道徳は，自分の国のみならず他の国の安

全 と発展に貢献 し，社会を建設する全ての人々の生活の基盤

となります。

カルビン ・クーリッジ大統領は次の様 に述べています。

「国の政治が宗教の上に立つことは決 してない
。入の徳を ．

法の力で置き換えることはできない。 もちろん，我々は誤 っ

た行為を禁 じ，法律と治安維持によ りかな りの保護 と安全を

守 ることは出来るが，今日の社会が求めている真の改善は我

々が持つ宗教信念の結果として得 られるか， さもなくば全 く

得 られないものである。 『平和』 『正義』 『博愛」 『慈愛』

を全て法律だけで得ることはできないのである。」

福音の原理は正しく．，安全な道標であります。キリス トは

愛の光であり，その光により人は自分の道を良 く見 ることが

できるのであります。 この光が拒否 される時，人の心は暗黒

に迷い，いかなる個人，いかなるグループ，またいかなる国

といえども，主の御言葉に従うことなく真の成功を得 ること

はできないのであります。

「イエスは
，また人々に語 ってこう言われた。 「わたしは

世の光である。わたしに従 って来 る者は，暗の中を歩 くこと

がなく，命の光をもつであろう』」 （ヨハネ ８：１２）

私はこの教会に属す る若い人たちと世のあらゆる人々に神レ

の実在 と，神 が我々と共にましますと申 しあげます。神を信

じ，熱心に求あて下さい。そうすれば，神はあなたの努力に

報いて下さいます。あなた自身を神とその環境にゆだねて下

さい。そうすれば心か らの証を持つことができます。それは

あなたの特権であります。 この実感 と証はただひたす らにこ

れを求める時にのみ得 られるのです。美 しく，正 しい生活を

して下さい。 自分の幸せの齢 ６にではなく，他人のため，他

人の幸せのために献身 して下さい。

私がこれまでお話 した証をあなたがたが得 られますようイ

エス ・キ リス トの御名によりお祈 りいたします。アーメン。
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キ リス ト教 を真 の もの とせ よ

エ ル ド ン ・タ ナ ー

（１９６８年１０月 ５日，土曜 日午前 第１３８回半期総大 会における

Ｎ． エル ドン ・タナー第二副管長の説教）

我４の指導者，デピド・０ ・マッケイ大管長の命により今

朝このタバナクルで皆さんの前に立ってお話 しする特権が与

え られました。 これからお話 しす ることが私たちの主，救い

主イエス ・キリス トの教えにそうように心からへ りくだって

お祈 りしなが らお話 しいたします。

この大会に出席 している我々には，使徒パウロがテモテに

負わせたと同じ種類の責任があります。パウロはテモテに次

の様に云っております。

「御言を宣べ伝えなさい
。時が良 くても悪 くても，それを

励み， あくまでも寛容な心でよく教えて，責め，戒め，勧め

なさい。

人々が健全な教えに耐え られなくなり，耳ざわりのよい話

をしてもらおうとして， 自分勝手な好みにまかせて教師たち

を寄せ集め，そして真理か らは耳をそむけて，作 り話の方に

それてゆく時が来 るであろう。」 （亜テモテ ４ ：２～４）

「しかしこのことは知っておかねばならない。終 りには苦

難の時代が来 る。」 （五テモテ３：１）

末 日は今であり，主の予言は我々の目前で実現されつつあ

ります。 自己の欲望をむさぼり，真実から耳をそむけ，気に

入った教えのみに耳を傾けるのです。その結果，我々は世界 ．

中で多くの試練を受けているのです。人間がかつて直面 した

中で最も困難な一時期にさしかかっているのだと思います。

多 くの分野で活躍する重要な人々は現在の状態が遅かれ早

かれ危険な時期に至 るだろうと予想 しています。’

「何故 この様に多 くの争いと憎 しみが国に，州に，大学に，

田舎に，ま尭グループにさえあるのだろうか。またこの不安

と不信 と争いが家庭の中にまで広がっているのは何故か。何

故 これが一般的な状態 となっているのだろうか。誰れもが満

足していない，現在の様な不幸な状態を正すため何を しなけ

ればならないのだろうか。」 私はこれらの問題を考えなが ら

答を求め，聖句を捜しました。御存 じのように，聖書は福祉

と末日の有様あるいは現代に対する忠告，警告，予言である

ということができます。

世界には， ２つの相反するグループがあることに気づきま

す。その １つは生活と思想が物質的であ り，キ リス ト教的思

想を拒むだけでなく，攻撃さえする個人またはグループであ

り，他の １つは精神的，道徳的価値を少なか らず心得ている

人たちであります。

後者のグループはキ リス ト教文明人と称す る人たちのこと

です。

しかし，悲 しいことに当世ではこれ らの人々がキリス ト教

精神をとなえるにすぎず，実際には，今 日の多 くの人はこれ

をとなえることさえしないことです。 この問題を解決するに

は，我々がとなえるキ リス ト教精神を実行 し，これを自分の

ものとし，生活に取 り入れ，各 自が神の独 り子である人類の

救い主イエス ・キ リス トを受け入れ ることしかありません。

「この人による以外に救いぼない。わたしたちを救い得る

名は，これを別にしては天下のだれにも与え られていないか

らである。」 （使徒 ４：１２）

イエス ・キ リス トは我々のために命を捧げただけでなく，

はっきりと救いの計画を我々に与えました。永遠の命を得 る

ためには神，イエス ・キ リス ト，または神の予言者によって

述べ られた主の御言葉である真の教えに従って生きなければ

なりません。主の御言葉は次に挙げるような極めて大切な質

問にはっぎりと答えております。

「我々は誰れであるか

何処から来たのか

何故地上にいるのか

死後も生 きるのか

生 きた身体をもった神が存在 しているのか

永遠の父なる神と我々はどんな関係にあるのか

世の救い主イエス ・キ リス トは神の御子であるのか

昇栄と永遠の生命を受けるために何をしなくてはなら

ないのか」

これらの質問に対する回答を見い出すために主の御言葉 と

予言者の言葉を古今を通 じて調べ，考えてみることにしまし

ょう。

我々が天父と共に霊界に在った時，神は生みたもう独子に

話され，霊たちに立ちて云われた。
「われら降 りて行かん，かしこに空間あればな，り。而 して

これ らの材料をとりてこれらの者の住まうべき地を造 らん。

而 してこれによりて彼等を試 し，何にてもあれ主なる彼等の

神の命 じ給わんすべてのことを彼 らが為すや否やを見ん。」

（アブラハム ３ ：２４～２５）

「神は自分のかたちに人を創造された。すなわち，神のか

たちに創造 し，男と女とに創造された。」 （創世 １：２７）

我々は誠に，神の霊の子供であり，神のかたちに創造され

たことを知 るのは大きな祝福であります。神とイエス ・キ ザ

ス トは肉体を持 った神であり，御二方は我々に非常な関心を

持ってお られます。

１４０
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「神 は その 独 り子 を 賜 わ った ほ どに この世 を愛 して 下 さ っ

た。 それ は御 子 を 信 じる者 が ひ と りも滅 び な い で永 遠 の命 を

得 るた め で あ る。」 （ヨハ ネ ３ ：１６）

古 今 の聖 典 に云 わ れ て い るよ うに イ エ ス ・キ リス トは神 の

独 り子 で あ ります 。 い ろい ろな 機 会 で， 神 は聖 典 に あ る様 な

言 葉 で地 上 に住 む 人 々 にイ エ スを 紹 介 され ま した。

「これ は私 の愛 す る子
， わ ゐ曖 子 に 聞 け」

（マ タ・ｆ ３ ；７７， 皿ニー ハ イ １１：７， ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス ２ ：１７）

天 父 の霊 の子 と して 我 々の 内 にあ る神性 の ひ らめ き を使 っ

て， 主 の戒 め を守 るこ と に よ り我 々が 神 の よ うに な る こと が

出来 る とイ エ ス は教 えて お られ ます 。

「あ な た方 は聖 書 の 中 に永 遠 の 命 が あ る と思
っ て調 べて い

るが， この聖 書 は， わ た しにつ い て ， あ か しをす る もの で あ

る。」 ． （ヨハ ネ ５ ：３９）

そ して パ ウ ロは ロー マ人 に話 しま した。

「これ ま で に書 か れ た事 が らは
， す べ て わ た した ちの教 え の

た め に書 か れ た の で あ って ， それ は聖 書 の与 え る忍耐 と慰 め

とに よ って望 み を い だ かせ るた めで あ る 。」

（ロー マ １５：４）

そ こで 再 び イ エ ス の御 言 葉 を読 ん で見 ま し ょう。

「永 遠 の命 とは
， 唯 一 の ま こ との 神 で い ま す あ な た と， ま

た， あ な た が つ か わ さ れ た イ エ ス ・キ リス トを 知 る こ とで あ

りま す 。」 （ヨハ ネ １７：３）

「も し私 が死 ん だ ら
， 生 きふ え るの で す か 」 とい う質 問 に

答 え て イ エ ス は云 わ れ ま した。 「わ た しは よ み が え りで あ り，

命 で あ る。 わ た しを信 じ る者 は， た と い死 ん で も生 き る。 ま

た生 きて い て ，わ た しを 信 じる者 は ， い つ ま で も死 な な い 。」

（ヨハ ネ １１：２５， ２６）

人 が 永遠 に墓 に と どま る こと の な い よ うに イエ スは 命 を 捧

げ， よ み が え った の で す。・

イエ スは ま こ とに 群 集 に む か って云 わ れ ま した 。「わ た しの

父 の 家 には す ま い が た く さん あ る。 も しな か っ た な らば， わ

た しは そ う云 って お い た で あ ろ う。 あ な た が た の た め に場 所

を 用意 しに行 くの だ か ら。 そ して， 行 って， 場 所 の用 意 が 出

来 た な らば ， ま た きて ， あな た が た を わ た しの と ころ に迎 え

よ う。 わ た しの お る所 に あ な たが た もお らせ るた め で あ る。」

（ヨハ ネ １４：２， ３）

キ リス トの復 活 に 関 し， か つ て は， 聖 徒 の 迫害 者 で あ り，

キ リス トを 認 め よ う と しな か った パ ウ ロの証 詞 ， す な わ ち使

徒 た ち と パ ウ ロ 自身 とそ の 他 何 百 人 もの 人 々 が， 「そ して葬

られ た こ と， 聖 書 に 書 い て あ る とお り， 三 日 目に よ み が え っ

た こ と」 （１コ リン ト１５：４） の後 の キ リス トを 見 た こ とを

知 って い ます 。

永遠の進歩を得るための重要な段階として，復活を待ち望

み，神と再会する準備をする人はなんと幸せなことでしょう

か。

私の誠実で献身的な友であ り，主の忠実な僕だったウイリ

ァム・Ｊ・クリッチロー ＪＬの告別式に出席 した時，私は彼

の妻と子供及び孫たちの落着いた態度に非常な感銘をうけま

した。彼 らは文字通 り復活を信 じ，家族の再会を信じ，結び

固あを教えられてお り，それを信 じていま した。そこで，私

は，彼 らと，このような信仰を持たず，真の教義を受け入れ

ず，むなしい望みだけを求あている人々と比較 して み ま し

た。復活を信ずることによって与えられる大きな喜びと満足

と確固たる信仰を感 じ，人々が理解することができるよう私

は天父なる神の前に謙遜になって祈 りました。

福音の真実について予言者達は反ば くしえない証詞を立て

ているにもかかわらず，なぜ人々はこの重要な真の教義を受
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け入れ，耐えることがこんなにも難 しいので しょうか。その

理由の中の明らかになっているものに次のものがあります。

第一に，サタンの影響であります。霊界において，宇宙が

創造 され る前にさえサタンはその計画が拒否されたので主に

叛いたのです。

神は云われました。、
「これを以って，をのサタンわれに叛 きて，人の自由意志

を滅ぼさんとなせ しにより……われ，彼を投げ落 さしめたり

而 して，彼はサタンと成れ り，実にあらゆる偽 りの父なる悪

魔となりて人を歎 きだま し，以 ってわが声に聴き従わぬすべ

ての者を欲するままに虜 となすなり」 （モーセ４：３～ ４）

サタンは正義の業を破壊 しようと決心 し，この地上で人の

霊を滅ぼそうと世のあらゆる所をさまよい求めています。サ

タンはそのずるさとへつらいと密使により，人々に偽 りの教

義を教え，大成功を収１６ているかのように見えます。

共産主義者，イエズを否定する者，神は生きていないとい

う理論を主張する者，同じ様に，無神論者や自称宗教指導者

は誤った教義を積極的に教え，神と福音に対する信仰心を破

壊することを述べています。そのため，主は，イエス ・キリ

ス トの予言の実現について次の様に云われま した。

「にせキリス トたちや
，にせ予言者たちが起 って，大いなる

しるしと奇跡とを行ない，出来れば，選民をも惑わそうとす

るであろう。」 （マタイ ２４：２４）

また，科学や哲学のようなこの世的なことが広まると，人は

自己満足におちい り， 自分 自身勝手な理解をし，神とは無関

係だと考えるようになり，さらに神の存在を物理的，数学的

あるいは科学的に証明出来ないならば，神とイエス ・キ リス

トを疑い否定すべきだとさえ思っています。そ して，多くの

教師は誤 ったことを教え，聖徒を教会か ら去らせてしまいま

す。教育をうける目的で彼 らに送られたはずの若い人々が彼

らを権威者として受け入れ，その中の多 くが神への信仰を失

ってしまうのです。

哲学の学位をとったばか りの大学院のある学生が神とキ リ

ス トへの信仰についていろいろ攻撃されたことについて私に

話 してくれました。この様な場合，彼 らに立ち向うことがい

かに困難なご．とか，特に家庭で神の教えを受けて育てられて

いなかったり，真理に対 して確固たる証詞を持 っていない若

者にとっては，なおさらであります。

ある教授はこの様に云って彼を嘲笑 しました。
「君は本当にバイブルやモルモン経典に書かれている擬古的

なものを信 じているんじゃあるまいね……」そ して，その教

授は彼を真理から遠 ざけようとして， しばしば彼と話 し合っ

たと云うことでした。

私は見せかけの知識を持 った科学者や，真理を求めている

はずの人が，神の教えや，宇宙の創造主，さらに御子イエス

キリス トを科学的に証明出来ないと云 う理由で否定 し，挑戦

する，このような態度によって，厚かましくも自分を宗教の
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権威者 と称する人達を理解することが出来なせん。

福音の真理 と宇宙の創造主である神とその独 り子イエス ・

キ リス トを権威ある方として受け入れ，説明不可能 とも云 う

べき神に関することも信仰によって受け入れる人の方がどれ

程賢明なことでしょうか。彼は自分に理解出来ないことが多

くあることに気が付 くでありま しょう。

我々の周囲をとりま くささいなことでさえ理解出来ないの

にづ神をすべて理解出来ないからと云 って，どうして神を否

定 し不信にいたる理由になるでしょうか。

歯車の歯はどのような働 きをするのか，空気とは何か，感

情とは何か，霊が身体に入 る時それが，肉体を離れる時何が

起るのであろうか。いろいろな質問が我々の周囲にあるわけ

ですが，復活を理解出来ないからと云って復活はないとか，

あるはずがないとかどうして云えましょうか。

我々は次のように警告されています。
「心をつくして主を信頼せよ，自分の知識に頼 ってはなら

ない」 （箴言 ３ ：５）
「わざわいなるかな

，彼等はおのれを見て賢 しとし，みず

から顧みて，さとしとする」 （イザヤ ５：２１）

人間がつ くった宇宙船で何千マイルも離れた空間で地球の

囲 りをまわっても，地上にある基地から正 しい指令を受け，

守ってこそ安全に着陸することができるのです。人間は，人

を月に送 り，月と地上に指令を交換する機器まで作ることが

できるのに，神が宇宙を創造 し，神と連絡をとることが出来

る事実をどうして信 じられないのでしょうか ？

神の国に帰 るためには，我々と子供達がイエス ・キ リス ト

の教えを知 り，理解 し，さらに生活に取 り入れることが最 も

大切であります。これを理解するためには誰かが教えなくて

はなりません。 「どこで，どうやって教えられるのか」。福

音や生命に関する霊的なものを学校で教えることは許 されて

いません。

実際，多 くの学校，特に大学では，前に述べたように神に

対す る信仰とイエス ・キ リス トの教えが嘲笑 されているのが

現状です。

福音の教えは教会にまかせておけと云 うのが一般的な態度

であり，両ｉ親か子供かのいずれか，また双方が教会に出席す

るそのパーセンテージは実に微々たる数にすぎません。そし

て， このように出席するわずかな人でさえ真の教会で，真の

予言者を通 じて救い主の正 しい教義を教えられていません。

神は骨肉を持ち，人間は神のかたちに創造されたと云 う正

しい教えを一体いくつの教会が教えているで しょうか。今 日

非常に多くの宗派が教えているような，骨肉も才能 も，情熱

もない神を信 じ愛することがいかに困難なことか判 るでしょ

う。

主の云われたように，我々の生活で最も大切な福音の真理

は我々の家庭で教えられる必要があります。

またこれは主の御言葉であります。

「シオン，またはシオンのステーキ部内にて子供を有する



両親あらば，その子供 ８才の時，悔い改め，生ける神の子キ

リス トの信仰，バプテスマと按手による聖霊の賜などの教義

を教えて理解せしめざれば，罪その両親の頭に留るべ し」
「また，両親はその子供たちに祈ることと，主の前に正し

く歩むこととを教えざるべか らず。」

（教義と聖約 ６８：２５，２８）

両親の責任を助けるために主は予言者を通 して話 されまし

た。

この末日において知恵の言葉として知られている啓示が予

言者ジョセブ ・スミスを通 してこの世に与えられました。そ

の啓示はタバコや強い飲物の摂取について忠告 し， これに約

束を与えられま した。もし我々がこの知恵の言葉を思い出す

なら，ハイウエイで起こる数え切れない程の事故，酔っぱら

い運転はなくなるで しょう。また貧困も，家庭不和 も少 くな

りアルコール中毒もなくなり， これが引き起す犯罪 も消滅す

るでしょう。またタバコによって起 る肺癌，知恵の言葉に反

して起こるすべての病気，苦悩 と死 もなくなるでしょう。

また次の約束 もあります。

「およそこれらの言葉を憶えて守 り，且つ行ない，この誠

命に従 って歩む全ての聖徒 らは，そのへそに健康を受けその

骨に髄を受けん。

また，知恵 と知識の大いなる宝まことに秘れたる宝を見い

出さん。而 して走れども疲れず，歩けども気を失うことなか

らん。主なるわれ彼 らにこの約束を与 う。すなわち，さつ り

くの天使はイスラエルの小児たちが如 く，彼らを過 ぎ越 して

屠 ることなかるべし。」 （教義と聖約 ８６：１８～２１）

両親のみなさん，我々は世俗的なものに心を奪われること

なく，子供達に救いの教義と模範 と教訓によって教えて下さ

い。我々は子供たちに神への信仰 と，主の独 り子イエス ・キ

リス トは世 の救 い主 で あ り， 我 々が 復 活 で き るよ うに命 を棒

げ られ た こ とを教 え な くて は な りませ ん 。

現 在 ， どれ く らい の家 庭 が 家 族 の 祈 りを し， 骨 肉 の体 を も

ち， 祈 りを聞 き， 答 え 給 う神 に祈 る こ とを子 供 た ちに教 え，

他 人 を愛 す る こ と の大 切 さを も教 え て い るで しょ うか。

も し， す べ ての 両 親 が 週 一 度， 家 庭 の 夕 べ を持 ち， 子 供 た

ち に主 の言 葉 を 教 え る な ら， 世 の 中 は どん な に す ば ら し くな

るで し ょ うか 。

「偉 大 な律 法 」 と云 わ れ るイ エ ス の教 え を す な お に受 け入

れ 生 き る こ と は， す べ て の 人 が 平和 に， 幸 せ に住 む こ との 出

来 る地 上 を造 りだ す こ とに な るの で す。

「イ エ ス は云 わ れ た 『心 を つ くし
， 精 神 を つ く し， 思 い を

つ く して ， 主 な る あな た の 神 を 愛 せ よ」 これ が い ち ば ん大 切

な第 一 の いま しめ で あ る。 第 二 に 「自分 を愛 す る よ うに あ な

たの 隣 り人 を 愛 せ よ』 「これ らの ２つ の戒 め に律 法 全 体 と予

．言 者 とが か か って い る」 （マ タイ ２２：３７～ ４０）

そ して， 主 は ま た云 わ れ ま した。

「も しあ な た が た が わ た しを愛 す る な らば
， わ た しのい ま

しめ を守 るべ きで あ る。」 （ヨハ ネ １４：１５）

も し我 々 が人 を愛 す る な ら盗 んだ り， 殺 した り， 姦 淫 した

り， 偽 りの証 言 を した り， 隣 人 に害 を お よぼ す こ と もな い で

し ょ う。

真 に， 永 遠 の父 な る神 と御 子 イ エ ス ・キ リス トと聖霊 とを

信 じ る人 は祝 福 され ます 。

そ して， キ リス トの瞭 い を 通 して律 法 と福 音 の約 束 に従 う

こと に よ って 救 わ れ るの で あ りま す。 悔 い 改 め を し， 罪 の許

しを 受 け る た め に バ プ テス マを 受 け， そ して イ エ ス ・キ リス

トの教 え を受 け入 れ て 生 活 して 下 さい 。

私 は これ らの こ とが 真 実 で あ る こ とを イ エ ス ・キ リス トの

御 名 に よ り証 しい た しま す。 ア ー メ ン。

神 の 王 国 は 永 遠 な り

本大会において兄弟姉妹に相まみえる事は感謝に堪えない

ところであります。

私は真理のうちに生活 していることを大いに喜びとしてい

ます。私は，主が慈悲と愛の御手と御守 りを人々に賜わった

こと，また１８３０年 ４月 ６日，教会創立以来，慈悲と祝福を表

わされたことに日々感謝いたしております。

我々の使命は，人類の救いであり，悪より守 り，高め，世

に光 と真理をもたらし，人々が神の御前に正 しく歩むよう導

き， 日々神を崇あ，己れの業の最初の果実を捧げさせること

であります。 も

、ジ ョ セ ブ ・ フ ィ ー ル デ ィ ン グ ・ ス ミ ス

（１９６８年１０月 ６日午前 第 １３８回半期総大会 における，大管長会

ジ ョセ ブ ・フィ」 ルデ ィング ・ス ミス副管長 の説教）

ドＦ

いわゆるモルモン教とは，心か ら受け入れ従がう人々にと

って，救いに導 く神の力に他ならないと申しあげたいと思い

ます。また末 日聖徒とは，何処にあってもその名前と召 しと

福音に忠実である限り，真理，名誉，徳，清い生活，正直な

商売，宗教に対 し正直であり，神と神の義，真理， この世に

おける，また人の子に救いをもたらす御業を支持する人々で

あります。

我々は何年 もの間ずっと，人々にイエス ・キリス トの福音

を知 らせ，悔い改めと神の律法の要求に従うよう導 く努力を

して来ました。また人々の誤 りを正 し，悪を離れて善をなす
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灘

よう勧めて来ました。

イエス ・キリス トの福音とは，救いに向かわせる神の力で

あり，この力を現世で得るため，教会員は義の業に励み，神

の誠命をすべて守ることが必要であります。そして， この教

会の正 しい契約の民は，大いなる者に高められ，やがて全世

界がイエス ・キリス トを知って伏 し拝み，力 と栄光の中に再

臨されるキリス トを迎える備えをなす人々に気づ くのであり

ます。

平和のオリーブの枝をもたらす我々は，死者の購いと生者

の救いのために，この末日に示 された主の律法と真理を人４

に表わすのでありますα我々は人の子 らに対 し，いささかの

悪意や邪念も持ってはいません。むしろ聖徒の心は赦 しの精

神に満ち，敵に対する復 しゅう心などは持っていないのであ

ります。

彼らは，神が敵 と我々を審くのであり，我々は敵を赦 し，

悪意は持たないと心に思っているのであります。

世界にあって，聖徒たちは確かに，一にぎりの民にしか過

ぎないであろうが， しか し，救い主のたとえにあるように，

やがて全世界をふ くらませるパン種にたとえられるのであり

ます。人は今や全世界に広ま りつつある真理の大いなる教え

に，偏見や個人的な欲望や願望をすてて，耳を傾けなければ

ならないのです。

福音の精神は人を義に導き，他人を愛し，その救いと昇栄

のため努力させるものであります。また悪をすて善をなすよ

う励まし，罪を避けさせて くれます。この業の目的とすると

ころは，現世と来世とに在っての人間の永遠の幸福なのであ

ります。

神の 「みたま」が結ぶ実。すなわち真の宗教の結実は，平

和，愛，徳，誠実，そして，主のすべての律法への忠実であ

ります。ガラテヤ書の５章には，神の 「みたま」の結ぶ実と

世俗的精神の結ぶ実の相違がはっきり示されています。

これ こそ ， い わ ゆ る モル モ ン教 と， 世 の神 学 との大 き な相

違 の一 つ で あ りま す 。 そ の命 に従 い， そ の原 則 を生 活 に と り

入 れ れ ば， 人 は神 の 息子 ， 娘 とな り， 究 極 に は天 に お い て，

神 の御 前 に住 む にふ さわ しい者 とな るの で す。

神 の 国 と主 の 御 業 は い よ い よ広 ま り， 今 ま で よ り も一 層 そ

の 発 展 の 勢 い を 増 す で あ りま しょ う。 これ は主 の御 言 葉 で あ

り， 「み た ま 」 の証 で あ りま す。 私 もそ の真 な る こ とを 知 り

証 しす る もの で あ りま す 。

神 の 御 国 は い よ い よ発 展 して， 海 外 に も広 が り， 大 地 に深

く根 を 下 ろ し， 神 の 御言 葉 と御 力 とに よ り揺 ぎ な く， 崩 れ る

こ と な く，神 の 目的 がす べ て 達 成 され ，創 世 以 来 予 言 者 の 口 よ

り出た す べ て の原 則 が満 た さ れ る 日ま で， 存 続 す る こ とで あ

りま し ょう。 これ こそ， 人 知 に よ らず， 神 御 自 らが ， そ の知

恵 に よ って， この末 日に 回復 し給 うた もの で あ り， 真 理 と，

正 義 を ， 清 い生 活 の 基 い の上 に建 て られ た の で あ ります 。 そ

して， 教 会 員 の 大 多数 が 自 らを世 の汚 れ か ら清 く保 つ 限 り，

そ の御 国 は ， 二 度 と倒 れ ず， ま た他 の者 の手 に渡 る こ と も な

い ので あ ります 。

神 の真 理 を 守 らず に， 人 は 長 く栄 え た た め しは あ り ま せ

ん。

真 理 は大 い に して 力 あ り， この教 会 の創 立 以 来 ， 人 間 が 教

会 を導 い た こ と は決 して なか った の で す。 ジ ョセ ブ ・ス ミス

の時 然 り， ブ リガ ム ・ヤ ング の 時 然 り， 今 日 もま た然 りで あ

ります 。 これ は主 の 御 業 で あ り， 主 が な し給 う もの で あ り，

決 して人 が 行 う もの では ない こ とを記 憶 に刻 ん で頂 き た い と

思 い ます 。

人 間 は そ の御 業 を なす こ と も， そ の力 も持 っ て い な い ので

す 。 も し も人 の業 な らば ， 世 の他 の人 々 とな ん ら異 な る と こ

ろ は な い で あ りま し ょう， ま た， 神 が 我 々 この世 か ら選 び と

られ た とい うの は いつ わ りと な り，却 って 世 の 一 部 とな って ，
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範を同じくする者となったでありま しょう。 しか し，我々は

神によ り， この世から選ばれ，その故に世のものではないの

であります。

兄弟姉妹，これをよく憶えて下さい。そ して帰宅される時

今までにその習慣がなかったり，また義務を怠ったりしたこ

とがあるなら，この勧告を忘れないで頂きたいと思います。

ひそかな祈 りの部屋に入 り１ 自分一人，あるいは家族 と共に

ひざまづき，神をほめたたえ，この御業が初めより今 日にい

たるまで，あなた方をはじめ，教会の者に賜った神の慈悲深

い御恵みを感謝 して頂きたいのです。これは神からの賜であ

り，我々が成就を月撃 したものはすべて神の力と導 きによる

ことを記憶 して頂きたいと思います。それは決 して人の知恵

によるものではなく，人は主の御手にあってその目的の達成

の道具にすぎず，これは我々が否定 し得ないところでありま

す。その道具となった人々に，その御業の誉を帰することは

その人々をお召しになった神に誉を帰さず，天父に不正を働

いていることになるのであります。

神は義によってその業を短か くされ，目的を急がれるこ と

があろうが，我々は，主の御業の前進に全力をもって合わせ

る必要があります。その時，神は守 り給い，道を備え給 うこ

とでありましょう。

この世代に生を受けたこと，そして，福音の原則をいささ

か知 り得たことを，私は心か ら天父に感謝するものでありま

す。 この真理の証をするという特権をいただき，またこの福

音の回復 という事実を，全世界で証 し出来ることを感謝いた

します。私は国々を訪れて伝道 し，またこの世の有様を数々

見て来ましたが，それにより，聖書にあるような福音は， こ

の世に見出せないことを覚ったのでありま した。

神の儀式が行われるのは，独 り，末日聖徒イエス ・キ リス

ト教会のみであります。昔と同 じく今も神が生 き給い御意を

人に示し給 うと述べる証を，世の人は聞こうとせず，また神

の道 も学ばず，また歩むこともしないのであります。

これは，主の 「みたま」が大いなる力をもってくだり給い

「兄弟たちよ，我 ら何を為すべきや」と叫んだ人 々の心に確

信を与えた時，ペテロや使徒たちが示 した道なの で あ りま

す。ペテロは， 「悔い改めよ，各々罪のゆるしを得んたあ，

イエス ・キリス トの御名によりてバプテスマを受 けよ。さら

ば聖霊の賜をうけん。」 （使徒 ２ ：．３７～３８）

この道は彼 らに与え られた勧告であり，そしてこれに従 う

限り，聖霊の．証を うけることができ，その結果，それによっ

て平安と幸福とを得，義務が啓示され，主々の関係がより深

く理解されるのであります。

今 日の世の状態を見ると，平和の到来がすぐにはないと感

ずるに違いありません。それは平和を求める ものが少ないか

らであります。

全能の主は世の創造主であり，我々すべての霊の父であり

ます。神は我々になすべきことを命ずる権利があり，神 の命

令に従い，神の求めに従って歩むのは我々の義務 で あ りま

す。福音が地に回復され，神権が打ち建て られ，世 の民 に与

えられました。世はそれを理解できず，ただ驚きをもって見

守 るのみであります。

イエス ・キリス トが生きて在 しま し，救い主に して蹟い主

であることを我４は知っています。どんな書物にも証 しを求

めずに，我々のこの証があり，世 にそれを証 しするのであり

ます。我４は国々に福音を宣べ伝える大いなる業に励んでい

．るのですが，、これこそ大いに して，輝かしい御業 で あ りま

す。心か ら神を愛 し，隣人を愛するのは正 しいと我々は信 じ

ております。

これ らは福音の原則であり，教会員となった時から教えら

れてきました。イエス ・キリス トの福音は， 自由の完全な律

法であり，人間を最高の栄光に高めて，天父なる神の御前に

挙げるものであります。これは人の導 きとして神が立て給い

し者の勧めに聞き従 う時に可能となるのであります。

我々は人にとりつ くろうようなことは しません。恐れずに

これ らの真なることを証 しするのであ ります。神が啓示 され

給 うことにより，我々は神により頼むのであります。我 々は

暗黒に住まず，知識の源は人間ではな く，実 にイエス ・キリ

ス トの啓示によるのであります。世の愚かさと悪をすて，主

の御前にひれふ して 「みたま」を求め，救い主の御言葉に従

い，罪の赦 しのバプテスマと聖霊の賜のための按手礼を受け

て，これ らの言葉の真理の証を自らいただ くことに何の害が

ありま しょうか。

これを，ヘ リ下り，かつ正直になせば，主の生 きて在ますこ

とと同じようにはっきりし，あなた方はこの御業の証を受け

すべての末日聖徒が知るべきことを知 るでありましょう。 こ

れを私は約束の成就と証できる人 々がこの会衆の中にたくさ

んいることを知っています。この証は神より出ずるものであ

り，すべて人々に確信が与えられるものですが，それは，い

かなしるしや賜物よりも価値があるのです。なぜならば証は

人に平安と幸福と満足とを与えるものだからであります。

神は生きてま しま し，神に忠実であれば， 日の光栄の祝福

が得 られるとい う証を私ははっきり持 っております。

地は清められ，天に住む者にふさわ しい住居となり，福千年

には主なる我が神が来た り治め賜 うのであります。福音は救

いであり，福音がなければあらゆる物に価値はありません。．ら
これ こ そ我 々が 求 め る も ので あ り， この現 世 の 目的 はす べ て

の愚 行 を 克 服 して， 永遠 の生 命 の備 え を な す こ と で あ り ま

す 。

ψ 我 々が 忠 実 で あ って， 謙 遜 で あ り， ・イエ ス ・キ リス トの宗

教 に生 き， 肉 の弱 きを捨 て， 心 を 一 つ に して主 とそ の真 理 よ

り離 れ ず ， 信 仰 の良 き戦 い を な し，終 りま で耐 え 忍 ぶ こ とを ，

しか して 神 が そ の力 を 与 え 給 わ ん こ とを， これ らを イ エ ス ・

キ リス トの御 名 に よ り申 しあ げま す。 アー メ ン。
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瞬

米 国の行 く末 は宗教 であって政治ではない
（１９６８年 １０月 ６日午前 第１３８回教会半期総大会 における

大管長会 アル ビン Ｒ．ダ イヤー副 管長の説教）

私は米国の行 く末についてお話しいたします。

建国以来，米国の政治指導者たちは，米国の偉大さを，自由

と民主々義を育成 し，世界にこれらの原則を広める使命をも

った地 としての，世界における地位を世界に述べて来ました。
∴我々は

，米国のこれらの様々な試みを目のあたりに見てき

ましたが，その高価で困難な経験の結果学んだことは，自由

はいかなる国民に与え得 るものでもなく，買えるものでもな

いということでありました。建国の父たちと同 じく，自由は

勇気と犠牲 とをもって求めるべきであり，このような努力無

くしては，米国内での自由の維持はおろか，それを他に伝え

ることも不可能であることを将来にわたっても学ばねばなら

ないのであります。

政治上の米国の行 く末について私は述べるつ もりはありま

せん。 しか し私が知っているのは， コロンブスの船が故国の

岸を離れるはるか以前，また建国の父たちの独立のはるか以

前に，この米国と呼ばれる土地に様 々なことが起 り，その目

的と運命を教えたということであります。

米国の行 く末は政治上のものではなく，宗教上のもの，す

なわち物質的ではなく，霊的なものであると強 く確信 してお

ります。

米国建国については多 くの説があ ります。予言者ジョセフ

ス ミスの言葉によれば，合衆国憲法は天からの霊感によるも

のであり， この故に我々は，この憲法が立派に永続する様に

祈 るのであります。憲法制定の政治的意義は高貴かつ重大な

もめでありますが，真の意義はその本来の目的である霊的な

目的にあります。 この睾的なまた神の意図された理由を二つ

挙げてみましょう。

第一に，古のイスラエル家の族長たちに神がなされた契約

の成就のために米国は打ちたてられました。主はこの地に生

き帰ったイスラエル家の民に次のように仰せになりま した。

「御父がその民なるイスラエルの家に立てたまいし誓約が

行なわるるために，また異邦人を経て以上のことが汝 らの子

孫に伝わるために，異邦人がこの地に置かれて御父の能力に

よりて自由の国民となることは御父のみところなるが故に」

（皿ニーファノｒ ２１：４）

第二に米国とその憲法は，神が人間に与え給 うた道徳的良

心の権利を保持するために制定 された。 これについてジョセ

ブ ・スミスに与えられた啓示を引用 しましょう。

丁すなわち，わが彼 らに制定を許 したる，また正 しく且つ

神聖なる原則によりてあらゆる人々の権利 と保護 とを守るた

めに維持すべき人民の律法 と憲法 とに従いて，汝 らの上に権 「

威を持つ者に切に願い，か くして人ことごとくわれより与え

られたる良心に従い，未来に関する教義と原理 とに適 う行な

ア ル ビ ン Ｒ ダ イ ヤ ー

いを為 し，か くて審判の日に至 りて自己の罪を負 う べ きな

り。故 に何人 も相互に束縛するは正 しきにあらず，われ実に

ごφ目的のためにわが挙げたる賢き人々の手によりてこの国

の憲法を制定せしめ，流血によりてこの国を蹟え り。」

（教義と聖約 １０１：７７～８０）

コロンブスがこの地に発見した民は，昔，神に導かれてこ

こへ来た民の今や衰えた生 き残 りでありました。そして彼 ら

のアメリカ大陸への移住は，そのはるか昔，神が立て給いし

約束の受け嗣 ぐべき地 として宣べられた契約の成就でした。

モ ル モ』ン経 に よ る と， ジエ レ ド人 の ア メ リ カ大 陸 移 住 はバ

ベ ル の塔 建 築 当 時 の こ とで あ りま した。 す な わ ち， 紀 元 前

２，２む０年 頃 の こ とで あ り， 「この頃 人 々 の 言 語 は乱 れ た ので し

た。 この バ ベ ）レの 塔 は， ユ ー フ ラテ ス川 の東 ， 現 在 の イ ラ ク

のバ グ ダ ッ ドの近 くの ヒ ラ とい う地 に あ っ た と云 われ て い ま

す 。 こ こ に ピル ス ・ニ ムル ドと呼 ば れ る廃 虚 が， 大 平 原 の給

水 塔 の如 く立 って いま す。 ピ ラ ミ ッ ド状 の この廃 虚 に刻 ま れ

た文 字 は 「七 つ の星 の 神殿 」 とい う名 を 表 す と ロー リ ンソ ン

は述 べ て お りま す 。 こ の廃 虚 こそ バ ベ ル の塔 の名 残 りで あ る

と い われ て お ります 。

ジ エ レ ド人 は旅 の 途 上， ま ず 北 の ニ ムル ドの谷 に 向 い， そ

れか ら多 くの湖 と川 を 渡 って遂 に大 陸 を分 けへ だ て る大 海 に

到 達 し， そ こ で， 偉 大 な る指導 者 ジ ェ レ ドの兄 弟 に因 ん で モ

リア ン キ ュ メル と い う町 を 建 て ま した。 （イ テル ２ ：１～ ６）

主 が約 束 の地 へ 一 行 を 導 くた め 潜 水可 能 な船 の建 造 を ジ エ

レ ドの兄 弟 に御 教 え に な りま したが， これ に つ い て モ リア ン

キ ュ メル は次 の様 に書 いて い ます 。 一

「これ で約 束 の地 につ い て 神 が 定 め た も うた こ とが 明 らか

に知 れ る。 す なわ ち， こ の地 は約 束 の地 で あ るか ら， お よ そ

この地 を所 有 す る民 は神 に仕 え な くて は な らぬ。 も し仕 え な

け れ ば，’神 の烈 しい怒 りを 受 け て亡 び る時 は す な わ ち民 の 罪

悪 が極 度 に達 す る時 で あ る。 こ の地 はす べ て の ほ か の：地よ り

も勝 って い る地 で あ るか ら， この地 を所 有 す る者 が 神 に仕 え

な い 時 に亡 び て しま う こと は神 が と こ しえ に定 め た も うた と

こ ろで あ る。 （イ テル ２ ：９～ １０）

お よ そ １，６００年後 ， す な わ ち紀 元 前 ６００年 ， 予 言 者 リーハ

イ が家 族 と共 に， 神 の 導 きの も とに， 滅 び る運 命 に あ っ た エ

ル サ レムを離 れ ま した。 幾 世 紀 も前 の ジ エ レ ド人 と同 じ く リ

ー ハ イ の一 行 も約 束 の地 に導 か れ た の で した
。 船 出す る前 荒

野 の 中 で リーハ イ の 子 ニ ー フ ァイ に主 は仰 せ に な りま した。

「汝 わ が 命 令 を 守 らば
， わ れ は汝 を栄 え さ せ， 約 束 の地 に

導 くべ し。 ま こ とに こは， 汝 の た め に備 え た る土 地 に して ，

ま った くいか な る土 地 もは るか に 及 ば ざ るほ ど優 れ た る土 地

な りる」 （１ニ ー フ ァイ ２ ：２０）
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主 の命 で造 った船 で大 海 を 渡 り， 多 くの苦 難 を終 て， 遂 に

リ ーハ イ とそ の一 行 が ， イ ス ラエル 出 発後 ， 人数 を増 して，

約束 の地 に着 い た の は お そ ら く紀 元 前 ５８９年 の こ とで あ りま

した。 後 に リー ハ イ は次 の ご と く述 べ て い ま す。

「しか し
， 私 た ち は い ろ い ろ の顛 難 に逢 った に もか か わ ら

ず， 今 や約 束 の地 を手 に入 れ て い る。 これ は ま こ とに あ らゆ

るほ か の土 地 に勝 って 優 れ た土 地 で あ って， 主 な る神 が私 の

子 孫 の受 け嗣 ぐべ き土 地 で あ る。 ま こ とに主 は この土 地 を，

私 と私 の子 孫 とま た主 の御 手 に導 か れ て ほか の 国 々か ら こ こ

に くるあ らゆ る人 々 とに永 久 に下 さ る と誓 約 を な し た も う

た」 （皿ニ ー フ ァイ １ ：５）

欧州 や英 国 で宗 教 改 革 ， そ して 自 由運 動 が 勢 い を増 して来

て い た頃 ， 米 大 陸 再 発 見 の 機 が 熟 しつ つ あ りま した。 す な わ

ち， 主 は ク リス トフア ・コ ロン ブ ス とい う船 乗 りの心 に触 れ

給 い， コ ロ ンブ ス は １４９２年 に約 束 の地 に向 って， 航路 の 開 拓

を試 み た の で す。 しか し， 彼 コ ロン ブ ス も， ニ ー フ ァイ人 も

ジ ェ レ ド人 も最 初 の発 見 者 で は な く， ま た米 国 の 行 く手 を定

め た わ け で もあ りませ んで した。 これ は地 球 に 人 が住 み初 め

た 時 に定 ま って い た の で あ り， これ らの 移住 は人類 の 発祥 の

：地に 向 って導 かれ た の で した。

復 活後 キ リス トは ユ ダ ヤ人 の 問 で 伝 道 を終 え られ て か ら，

この ア メ リ カの地 に，別 の 羊 の 群 を訪 れ，その 民 の 中 に 教 会 を

建 て られ ま した 。米 国 の建 設 と，その 地 に住 む ニ ー フ ァイ人 の

子 孫 の残 り とすべ て の神 の子 に福 音 が 伝 え られ る こ と， そ れ

が霊 的 暗 黒時 代 の後 に起 こ るべ き事 を お話 しに な りま した勧

「ま こ とに汝 らに告 ぐ
， これ らの こ との 成 就 せ ん とす る と

き， す な わ ち， われ わ が民 な る イ ス ラエル の 家 を その 長 く散

ら され た る有 様 よ り救 い て これ を 集 め， ま た そ の 中 に わ が シ

オ ンを建 設 せ ん とす る時 を 汝 らに知 ら しめん ため に， わ れ は

汝 らに し る しを示 さん 。」 （皿ニ ー フ ァイ ２１：１）

地の隅々より，集合するイスラエル家の民の受け嗣 ぐべき

地はアメリカであると主は次のように仰せになりました。

「その時になりて，世界のここか しこに散 らされたるイス

ラエルの家の残 りの子孫たちは東西南北よ り集められ，かれ

らを賭いたまいしその神なる主を知るに至るべし。

われがこの地を汝 らに与えて汝らの受け嗣ぎの地 となすは

御父の命令なり。またわれがこの地に居 る民の先祖なるヤコ

ブと結びし誓約をことごとく果たすため，汝らの子孫をして

この地を治むる者としていつまでも住まわせこの：地を新エル

サレムとなさん」 （皿ニーファイ ２０：１３，１４，２２）

北米，中米，南米のアメリカ大陸が 「す ぐれ た る土地」
「奉献された土地」であることを理解するためには， もう少

し初めにさかのぼ らねばなりません。人間がこの世界に置か

れた時のことを書いているモーセの言葉に，

「われ神，エデンの東の方に一つの園を設けてわが造 りし人

をそこに置きたり。」 （モーセ ３ ；８） とあります。

人が一人でいるのはよくないので，神は助け手 として女を

お造 りになりま した。そ して二人がこの様にして設けられた

園に住むことになったのです。エデンの園の正体や所在につ

いて，思い起こすべきことは，天地創造の第三 日に水が一 カ

所に集められ，乾いた土地が一ヵ所に現われたということで

あります。 この土地が陸と呼ばれ水が海 と呼はれました。

この陸に与え られたもう一つの名がエデンであり，人類最

初の二人が置かれた園はその東の方にあ りました。天地創造

の時から，下って，言語が乱される直前ペレグの時代に，そ

れまで一つであった陸は分割されて，現在の様に半球になり

ました。にもかかわ らず，予言者ジョセフ ・ス ミスはこのエ

デンの園の位置を，啓示によって， ミズ リー州ジャクソン郡

のインデペンデンスを中心とすると知 らされていました。

エデンの園を追われたアダムとイブは北方へ １００マイル程
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「

旅 して，神の啓示によりアダム ・オンダィ ・アーマンとして

知られる土地に定着 しました。ここで，二人には，男女の子

供が生まれて，地上初の家族生活が始まりました。これはす

べて， ここアメリカでの出来事であったのです。

神の御前からしりぞけられたアダムとイブは，住家を定め

てか ら，神に呼び求め，そ して，いけにえとして羊の初子を

祭だんで神に捧げることを教えられて，理由は判 らなくとも

それを忠実に守ったので した。それから，主の天使が現われ

て，やがて定められた時に来るべきキ リス トのいけにえにか

鵡どったものであると教えま した。その後救いと昇栄の計画 、

により自分たちが追放された父なる神の御前にゆるされるこ

とが，人類史上初めて知 らされたので した。

神の御子の聖なる神権は， 「福音を行い，天国のすべての

鍵，すなわち，神を知 る鍵を持つ」のですが，これは先ずア．

ダムに与えられたが故に，この大いなる祖先に 「救いの鍵」

が与えられたのです。主，すなわちアーマンは，アダムとイ

ブに彼らがこの様にして落ちて肉体的，霊的死を うける者と

はなったが，時来たりて瞭われ，父なる神の御許に戻るべき

ことをお知らせになったのです。

救いの鍵を与えるに際 し，救いの諸条件がアダムとイブに

知 らされ，そ して人類に伝えられました。 ここでアダム・オ

ンダイ ・アーマンの真の意味がわか ります。 す なわ ち，主

（アーマン）より，アダムを通じて （オンダイ）人類へとい

うことであります。

先に述べた聖句をまた引用 しますと， ここで主は，．アダム

（前世の名はミカエル）に救いの条件をお示 しになり，それ

らが与えられた目的を明らかにされま したσ
「また汝 らが来たりて汝 らのために備え られたる冠を得て

多ぐの王国の統治者とせ られんためなり，か くの如 く， アダ

ム ・オンダイ 。アーマンの礎を建てたる 「シオンの聖者」な

る主なる神言 う」

「この神は，すなわちミカエルを汝の君に任命 したその両

脚を固うし，高き位に彼を置 きて，生命の始めなく齢の終 り

なき 「聖者」の御旨と導きとの下に救いの鍵を与 え し神 な ゴ’

り」 ， 』 （教義 と聖約 ７８：１５，１６）

「…そは全くして欠 くることなき完全なる合一 とまた神権

の時代と，鍵 と，権能 と，光栄 との固き結合出来て，これが

アダムの時代より現在に至るまでことごとく明らかにさるる

こと，今やまさに先触れを始めんとする時満ちたる神権の時

’代の先駆をなすに必要なればなり。」（教義と聖約 １２８：１８）

この啓示 に照 らしてみると，末日聖徒がなぜアダム ・オン

ダ・ｆ・アーマンに定着 したか，また，直接の関係をもつため

人類が現世で生活するに重要なこの地点が，イエス ・キ リス
ノ

トの 回復 され た福 音 の真 理 と救 いの 儀 式 を 宣 べ伝 え るべ くつ

か わ さ れ た者 に よ り， 世 界 に証 しされ る とい う こ とは 容 易 に

理解 で き る こ とで す。

我 々 は ジ ョセ ブ ・ス ミス に与 え られ た啓 示 に よ りこの ア ダ

ム ・オ ンダ イ ・ア ーマ ンの谷 で の 出来 事 を 知 らされ て い ま す 。

１４８

セ
「アダ ム死 な ん とす る三 年前 に当 り

， す べ で大 祭司 た り し

セ ツ， イ ノス， カイ ナ ン， マハ ラ リール， ジ ェ レ ド， エ ノ ク

メ ッセ ラお よ び そ の他 の義 しか り し彼 の 子 孫 らを ， ア ダ ム ・

オ ン ダイ ・ア ーマ ンの谷 に呼 び， そ の 処 にて 最 後 の祝 福 を授

けた り。 そ の 時主 彼 らに現 われ た も う。 彼 ら皆 立 上 りて ア ダ

ムを 祝 福 し， 彼 を ミカエ ル， 王 の君 ，ま た天 使 の 長 と呼 べ り，

ま た 主， ア ダ ムに 慰 め を施 して言 い たま わ く， わ れ 汝 を 立 て

て首 長 と なす 。 諸 々の 民 は 汝 よ り出 で来 た り， 汝 は永 遠 に そ

の君 た るべ しと。 その 時 ア ダ ム会衆 の 中 に立 ち上 り， 齢 長 け

てす で に弓 張 の腰 とな りた る も聖霊 に満 た され ， 何 事 に て最

も後 の代 に至 る ま で そ の子 孫 の 上 に起 こ る べ き 事 を予 言 せ

り。 す べ て これ らは エ ノ クの 書 に誌 され た れ ば， 後 に 時到 り

て証 せ らるべ し。」 （教 義 と聖 約 １０７：５３～５７）

ア ダ ム と義 な る彼 の子 孫 の一 族 の会 合の 行 な わ れ た の は紀 元

前 ３，１７７年 の こ と で あ りま した 。 これ らの 簡単 な説 明 か ら米

大 陸 が何 故 す べ て の土 飽 に勝 っ た約 束 の 地 なの か ，判 るで あ

りま し ょ う。 人 聞 が初 め て住 ん だ土 地 は， そ して 聖 約 が確 立

され た の は この ア メ リ カの地 で あ りま した。 そ して ， 完成 に

向 い つ つ あ る主 の末 日の事 業 の発 祥 は， こ の 「選 ば れ た 土

地 」．を 中 心 と した の で した 。

主 が 定 め 給 うた 時 に ， 陸 と海 と が初 め の位 置 に戻 る こ と は

興 味 深 い こ とで あ りま す。

．・主 は次 の よ うに の た も うて い ま す。

「彼 は シ オ ン よ り声 を 出 し
， エ ル サ レ ムよ り語 り， そ の声

あ らゆ る人 々の 中 に聞 ゆ べ し。 ま たそ の声 ， 多 くの河 の響 ，

大 い な るいか つ ちの 響 の 如 くに して ， そ の響 は 山 々 を崩 レ谷

４ を埋 む べ し。 彼 は い と深 き淵 に命 じて 北 方 の 国 々 に退 か し

め 島 存 を して 一 つ の 地 に な ら しめ ん 。而 して エ ル サ レ ムの’地

と シオ ンの地 と は 旧 の所 に復 り，地 球 は い ま だ分 れ ざ り し前

の 時代 の如 くに あ らん。 而 して主 すな わ ち救 い 主 は ， そ の民

め 唯 中 に立 ち て一切 の生 くる者 を 支 配 す べ し。」

（教 義 と聖 約 １３３：２１～２５）

シオ ン と して の ア メ リ カは倒 れ る こ とは あ りま せ ん 。他 に

勝 った地 で あ り， シオ ン建 設 の中 心 地 で あ る ア メ リカは， 倒

れ る こ とが な い の で す。

輝 か しい独 立 と立 憲 の父 祖 の た めの み な らず ， そ れ は ま た

ヤ コ ブの子 ヨセ ブの地 で あ り， 神 の契 約 に よ って か く定 め ら

れ たが ため に倒 れ る こ とは な い の です 。 予 言 者 ジ ョセ フ， ス

ミス を 通 じて神 殿 が建 て られ た， この最 後 の神 権 時 代 の 最 高

の 時 期 に行 なわ れ るイ ス ラエ ル の集 合 の地 で もあ りま す 。

シ オ ン と して の ア メ リ カの 目的 を達 成 す るた め に， 主 は こ

の よ う に仰 せ に な って い ま す。

。「され どま ず わ が 軍 を して 甚 だ 大 い な る もの とな し， わが

前 に聖 き もの と な ら しむ べ し。 か くして， 明 らか な るこ と日

の如 く， 清 らか な る こ と月 の 如 く，万 国 の民 を して そ の旗 を

怖 れ しむべ し。」 ． （教 義 と聖 約 １０５：３１）

これ らの予 言 の成 就 を 主 イ エ ス ・キ リス トの御 名 に よ り，

証 し申 しあ げ ま す。 酢 アー メ ン。
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支部所在 地

近 畿 地 方 部

京 都 京都 市 左 京区 下 鴨松 原 町４４

電 話 （０７５－７０１－４０６７）郵 便 番号 ６０６

阿 倍 野 大 阪 市 阿倍 野 区 阪南 町 中 １－１１－ ８

電 話 （０６－６２３－４３１５） 郵便 番 号 ５４５

西 ノ 宮 兵 庫 県西 ノ宮 市仁 川 町 ４－５４

，電 話 （０７９８－５１－０１４１）郵 便 番 号６６２

岡

岡

神

高

町 大 阪 府豊 中市 岡 町北 ２－１８

電 話 （０６８－５２－１２３６） 郵便 番 号 ５６０

山 岡山 市学 南 町 １－１３－１１

電 話 （０８６２－５２－３５６０）郵 便 番号 ７００

戸 神 戸 市灘 区篠 原本 町 ４－ ６－２８

電 話 （０７８－８６－２６０２）郵 便 番 号６５７

松 香 川 県高 松 市末 広 町 １－ ８

電 話 （０８７８－５１－４７０８）郵 便 番号 ７６０

北 海 道 地 方 部

旭 川 旭 川 市 ８条 ５丁 目

電 話 （０１６６－２５－１５４５）郵 便 番号 ０７０

Ｍ ＩＡ集 会所 旭 川公 会 堂

室 蘭 室 蘭市 幸 町 １２－ ９

電 話 （０１４３－ ２－７０５４） 郵 便番 号０５１

小 樽 小 樽 市 富 岡 町 １－ ５－２３

電 話 （０１３４－ ２－８２２４）郵 便 番 号０４７

札 幌 札 幌 市 南２０条 西 １６丁 目

電 話 （０１２２「５６－７１７５）郵 便 番 号０６０

げ

中 部 地 方 部

金 沢 金 沢 市兼 六 元 町 ３－ ８

電 話 （０７６２－２１－２１３１）郵 便 番号 ９２０

名 古 屋 名 古屋 市 昭 和 区北 山町 ３－１４

電 話 （０５２－７３１－４２１０） 郵便 番 号 ４６６
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■１

４ ●

◎●
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●

西 地 方 部

広 島 広 島市高須 ２－７－２９

電話 （０８２２－７１－５３０９）郵便番号７３３

柳 井 山口県柳井市今市３９１

電話 （１０６申込柳井 ７）郵便番号７４２

福 岡 福 岡市浄水町４６

電話 （０９２－５２－８６５３）郵便番号８１０

北 九 州 北 九州市ノ」・倉区大字砂津 日之 出町３４０－ ６

電話 （０９３－５５－４６５９）郵便番号８０２

熊 本 熊本市東寺原町６４－４２

電話 （０９３－５４－９０１７）郵便番号８６０

長 崎 長崎市片淵町 ２－ ７－１７

電話 （０９５８－２２－５７２６）郵便番号８５２

ｏ

沖 縄 地 方 部

普 天 間 沖縄宣野湾市野嵩区３２８

那 覇 沖縄那覇布 崇元寺町 １－１２８－２０

電話 （３－１６２０）

新伝道地（○）印
青 森
八 戸層
盛 岡
郡 山
前 橋
静 岡
浜 松
岐 阜
佐世保

東 中 央 地 方 部

福 島 福 島市渡 利 字小 久保 ８－ ７

電 話 （０２４５２－２３－５３１３）郵 便 番 号９６０

群 馬 高 崎 市並 榎 町２７５１

電 話 （０２７３－２２－７１２１）郵 便 番号 ３７０

甲 府 甲府 市 中央 ３丁 目１２－ ２

電 話 （０５５２－３３－２４０９）郵 便番 号 ４ｑＯ

松 本 松 本 市開 智 １－ １－ ６

電 話 （０２６３４－ ３－８０９３）郵 便 番号 ３９０

新 潟 新 潟市 明 石 ２－ ２－ ５

電 話 （４７－７７１２） 郵便 番 号 ９５０

仙 台 仙 台市 光 禅寺 通 り２８

電話 （０２２２－２５－０８９７）郵 便番 号 ９８０

東 京 中央 東 京都 港 区 北青 山 ３－ ６－ ４

電 話 （０３－４００－３３０７）郵 便 番号 １０７

東 京 北 東 京都 中 野 区江 原 町 １－ ８－１４

電話 （０３－９５３－８２４４）郵 便 番号 １６５

東 京 東 東 京都 江 戸 川区 西小 岩 ５－ ８－ ６

電 話 （０３－６５８－７３１０）郵 便 番号 １３３

東 京 南 東 京都 大 田 区南 千 束町 ２－２５－１１

電 話 （０３－７２９－６３１１）郵 便 番号 １４５

東 京 西 東 京都 武蔵 野 市吉 祥 寺 東 町 １－ ７－ ７

電 話 （０４２２－２２－６７６４）郵 便 番 号 １８０

山 形 山形 市七 日町 ４－１２－２３

電 話 （０２３６２－ ３一３３８０）郵 便 番 号９９０．

横 浜 ・横 浜 市港 北 区篠 原町 ２９

電 話 （０４５－４０１－８７７２） 郵 便番 号 ２２２
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ス ポ ー ク ン ワー ド
リチ ャ：一 ド ・Ｌ ・エ バ ン ズ

℃

へ１

結婚 とは結 婚式以上の もの であ る
ウ ィ リア ム ・ラ イ ア ン ・フ ェ ル プ ス が 次 の よ う に言 っ て い る。 「私 の教 え子 の 一 人 が

婚 約 を知 らせ る手 紙 で 次 の よ うに書 い て きた。 『盛 大 な結 婚 式 に しよ う とは思 い ませ ん

が 、素 晴 しい結 婚 に しよ う と思 つ て い ます 』」 これ は しば し ば見 落 さ れ が ち な簡 明 な事

実 を物 語 っ て い る。 一 結 婚 とは結 婚 式 以 上 の もの 、 は るか に そ れ以 上 の もの で あ る と

言 う事 で あ る。 直視 しな け れ ば な ら な い主 要 な事 実 とは 次 の こ とで あ る。 つ ま り結 婚

は， 毎 日の ，正 に一 日一 日の義 務 ， 日課 ，責 任 か らな り立 っ て い る もの で あ り， さ らに

ま た ，結 婚 とは二 人 のネ 完 全 な人 間 の 関 係 で あ っ て ， そ の 関 係 は 人格 ，忠 実 さ ，常 識 ，

共 通 の信 念 を必 要 と して い る。 さ らに加 え て 己 れ を捧 げ ，長 い 目で結 婚 を成 功 させ よ う

とす るゆ る ぎ な い努 力 を も必要 とす る。 「二 人 で共 に幸 福 に生 活 し よう と．す る技 術 は お

そ ら く， す べ て の 芸 術 の う ち で も最 た る もの の ひ とつ で あ る。」２ 「当 然 ， あ ら

ゆ る た ぐいの調 整 が必 要 とされ る。」１ 「口論 や 議 論 は当 然 起 っ て くる。 しか し，大 事 な

こ とは そ れ を持 続 さ せ な い こ とで あ る。」２ とフ ェ ル プ ス博 士 は言 っ た。 ま た テ ンプ ル

・ベ ィ リー は結 婚 に つ い て次 の よ うに述 べ て い る。「結 婚 とは ，二 人 の 異 な っ た 人格 が 一

つ の 目的 に向 っ て努 力 す る こ とで あ る。 … 一… ・一結 婚 し た二 人 が 、違 っ た星 を見 つ め合 っ

て い て は幸福 は得 られ な い。 … … 一一一二 人 は一 つ の理 想 を立 て 、 それ に向 っ て努 力 せ ね ば

な らぬ。 … … 不 訂 能 な未 来 に っ い て不 可能 な空 想 を い だ くこ と はや め よ。 夢 の う ち で最

良 の もの を選 び ，毎 日そ れ が実 現 す る よ う生 活 の 中 に い か され よ。」３ 「離 婚 は失 敗 で あ 、

る。」 「最 良 の 目標 は結 婚 そ れ 自体 を成 功 させ る こ とに あ る。」４ とあ る著 名 な大 家 が述

べ た。 す べ て の こ とを こ ころ み よ う。 そ して結 婚 とは二 人 の不 完 全 な人 間 の 関係 で あ る

こ と， ま た そ の 関 係 は ， 人格 ， 忠 実 ，ユ ー モ ア ，共 通 の信 念 ，常 識 を必 要 とす る．もの で

あ り， さ らに利 己 主 義 を捨 て て 己 れ を捧 げ ，長 い 目 で結 婚 を成 功 させ よ う とす る ゆ る ぎ

な い努 力 を も必要 とす る こ と を覚 え よ う。 結 婚 は結 婚 式 以上 の もの で あ る・「結 婚 は・ あ

な た次 第 で す ば ら しい もの ，神 聖 な もの と な る」

１．ウ ィ リア ム ・ラ イ ア ン ・フ ェル プ ス博 士 が 著 者 不 明 の 書 か ら引用 した もの

２。ウ ィ リア ム ・ライ ア ン ・フェノレプ ス博 士 著 ．「結 婚 は あ な た しだ い」 デ リニ ー タ ー ， １９

３２年 ８月

３．テ ジプ ル ・ベ イ リー 「夢 を実 現 す る花嫁 」、レデ ィ ズ ・ホ ー ム ・ジ ャー ナ ル １９１２年 ６月

号
マ リ

４．ポ ー ル ・ポ ー プ ノ ー 「結 婚 で 協 力 し あ い な さ い 」 レ デ イ ズ ・ホ ー ム．・ ジ ャ ー ナ ル 。

１９４２年 ６．月一号

Ｆ Ｅ Ｎ 放 送 で毎 日曜 日 ８ ：０５～ ８：３０ａ．ｍ
∴ま で

、 ス ポ ー ク ン ワ ー ド とタバ ナ クルビ
コー ラ ス が 放 送 され て い ます 。
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